
４　野菜の防除基準
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不
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10 ジエトフェンカルブ 6

1 チオファネートメチル 6※1

エトフィンフロアブル 22 エタボキサム 4 4 ○

プロパティフロアブル 50 ピリオフェノン 2 2 ○

バシタック水和剤75 7 メプロニル 1 2※2
○
※a

カンタスドライフロアブル 7 ボスカリド 3 3 ○ ○

アフェットフロアブル 7 ペンチオピラド 3 3 ○ ○ ○ ○

7 ペンチオピラド 3

M5 ＴＰＮ 6※3

ファンタジスタ顆粒水和剤 11 ピリベンカルブ 3 3 ○ ○ ○ ○

27 シモキサニル 3

11 ファモキサドン 3

ランマンフロアブル 21 シアゾファミド 4 4 ○

21 アミスルブロム 4

49 オキサチアピプロリン 2

フルピカフロアブル 9 メパニピリム 4 4 ○

U13 フルチアニル 2

9 メパニピリム 4

24 カスガマイシン 5

M1 塩基性塩化銅 －

マイコシールド 41 オキシテトラサイクリン 2 2 ○

リゾレックス水和剤 14 トルクロホスメチル 1 1 ○
※a

トリフミン乳剤 3 トリフルミゾール 5 5 ○ ○ ○

スコア顆粒水和剤 3 ジフェノコナゾール 3 3 ○ ○

ラリー乳剤 3 ミクロブタニル 3 3 ○ ○

※1　種子処理は1回以内、は種後は5回以内  ※2　種子処理は1回以内、土壌灌注は1回以内

※3　土壌灌注は2回以内、散布、常温煙霧、くん煙及びエアゾル剤の噴射は合計4回以内

※a　リゾクトニア菌適用

2ゾーベックエンテクタＳＥ ○

ゲッター水和剤 5

ベジセイバー 3 ○ ○ ○ ○○

卜 マ ト 病 害 防 除 農 薬 一 覧 ①

農　薬　名

R
A
C
コ
ー

ド

有　効
成分名

本剤の
使  用
回　数

当該成分を
含む農薬の
総使用回数

適 用 病 害 名

ホライズンドライフロアブル

ショウチノスケフロアブル ○

○

3 ○ ○

○

5 ○ ○ ○
カッパーシン水和剤
カスミンボルドー

○ ○

○2転
載
不
可
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フェスティバル水和剤 40 ジメトモルフ 3 3 ○

40
ベンチアバリカルブ
イソプロピル

3

M5 ＴＰＮ 6※3

レーバスフロアブル 40 マンジプロパミド 3 3 ○

U6 シフルフェナミド 2

3 トリフルミゾール 5

ハーモメイト水溶剤 NC 炭酸水素ナトリウム － － ○
※b

○
※b

ドイツボルドーＡ M1 塩基性塩化銅 － － ○ ○ ○

Ｚボルドー M1 塩基性硫酸銅 － － ○ ○ ○ ○
※c

クプロシールド M1 塩基性硫酸銅 － － ○ ○ ○ ○
※b

○

ジマンダイセン水和剤 M3 マンゼブ 2 2 ○ ○ ○

ペンコゼブフロアブル ○ ○ ○ ○

ジマンダイセンフロアブル ○ ○

M3 マンゼブ 2

4 メタラキシルＭ 5※4

1(は種前) ○

5
(は種後から
2～3葉期)

○

5 ○ ○ ○

4 メタラキシルＭ 5※4

M5 ＴＰＮ 6※3

4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2(は種時
又は活着後)

○
※a

ベルクートフロアブル M7
イミノクタジン
アルベシル酸塩

3 3 ○ ○ ○ ○

ボトキラー水和剤 BM2 バチルス ズブチリス － － ○
※b

○
※b

インプレッションクリア BM2
バチルス
アミロリクエファシエンス － － ○ ○ ○

※b
○
※b

マスターピース水和剤 NC シュードモナス　ロデシア － － ○ ○

※3　土壌灌注は2回以内、散布、常温煙霧、くん煙及びエアゾル剤の噴射は合計4回以内
※4  種子処理は1回以内、は種後は4回以内  　
※a　リゾクトニア菌適用　※b　野菜類登録　※c　野菜類（キャベツを除く）登録

卜 マ ト 病 害 防 除 農 薬 一 覧 ②

農　薬　名

R
A
C
コ
ー

ド

有　効
成分名

本剤の
使  用
回　数

当該成分を
含む農薬の
総使用回数

プロポーズ顆粒水和剤 3 ○ ○

適 用 病 害 名

パンチョＴＦ顆粒水和剤 2

リドミルゴールドＭＺ 2 ○

○

M3 マンゼブ

オーソサイド水和剤80 M4 キャプタン 5（種子粉衣は
　1回以内）

22

ダコニール1000 M5 ＴＰＮ 6※3

○ ○フォリオゴールド 4
転
載
不
可
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ネマキック粒剤 1B イミシアホス 1 1 〇

ネマトリンエース粒剤 1B ホスチアゼート 1 2※1 〇

ガードホープ液剤 1B ホスチアゼート 1 2※1 ○ 〇

1(育苗期後半) ○
1(定植時) ○ ○

アドマイヤーフロアブル 4A イミダクロプリド 2 3※2 ○ ○
1(定植前日
～当日)

○

1（定植時） ○ ○ ○
※a

3 ○

モスピラン顆粒水溶剤 4A アセタミプリド 3 4※3 ○ ○ ○

1(は種時又は
鉢上げ時)

○ ○

1(育苗期) ○ ○
1(育苗期後半) ○ ○ ○
1(定植時) ○ ○ ○

ベストガード水溶剤 4A ニテンピラム 3 4※4 ○ ○ ○

1(は種前) ○
1(育苗期) ○ ○
1(定植時) ○ ○ ○

2 ○ ○
1(鉢上時

又は定植時)
○

2 ○

ダントツ水溶剤 4A クロチアニジン 3 4※6 ○ ○ ○

1(育苗期後半) ○
1(定植時) ○ ○

4A アセタミプリド 4※3

28 シアントラニリプロール 4※8

トランスフォームフロアブル 4C スルホキサフロル 2 2 ○ ○ ○

スピノエース顆粒水和剤 5 スピノサド 2 2 ○ ○ ○

5 スピノサド 2
－ 脂肪酸グリセリド －

ディアナＳＣ 5 スピネトラム 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ 〇

コロマイト乳剤 6 ミルベメクチン 2 2 ○ ○ ○

アファーム乳剤 6 エマメクチン安息香酸塩 5 5 ○ ○ ○ ○ 〇

アニキ乳剤 6 レピメクチン 3 3 ○ ○ ○
※b

○ ○ ○

アグリメック 6 アバメクチン 3 3 ○ ○
※a

○ ○

※1　定植前の土壌混和は1回以内、土壌灌注は1回以内

※2　育苗期の株元散布及び定植時の土壌混和は合計1回以内、散布は2回以内

※3　粒剤の定植時までの処理は1回以内、散布、くん煙及び定植後の株元散布は合計3回以内

※4　定植時までの処理は1回以内、定植後の散布は3回以内　※5　培土混和及び灌注は合計1回以内、育苗期株元散布は1回

　　 以内、定植時の土壌混和は1回以内、散布及び定植後の株元散布は合計2回以内

※6　育苗期株元処理及び定植時の土壌混和は合計1回以内、散布及び定植後の株元散布は合計3回以内

※7　定植時までの処理は1回以内、散布は3回以内　

※8　定植時までの処理及び定植直後の株元灌注は合計1回以内、定植後の散布は3回以内

※a　トマトハモグリバエ適用　　※b　ミカンキイロアザミウマ適用　　

3※2イミダクロプリド

4※3

アドマイヤー1粒剤 4A

モスピラン粒剤 4A アセタミプリド

ダブルシューターＳＥ 2 ○○○○○

ト マ ト 害 虫 防 除 農 薬 一 覧  ①

農　薬　名
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A
C
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ー

ド

有　効
成分名

本剤の
使  用
回　数

当該成分を
含む農薬の
総使用回数

適 用 害 虫 名

スタークル粒剤
アルバリン粒剤

4A ジノテフラン 5※5

4※4ベストガード粒剤 4A ニテンピラム

スタークル顆粒水溶剤
アルバリン顆粒水溶剤

4A ジノテフラン 5※5

アベイル粒剤 1(育苗期後半
～定植当日)

アクタラ粒剤5 4A チアメトキサム 4※7

○ ○ ○転
載
不
可
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チェス顆粒水和剤 9B ピメトロジン 3 4※9 ○ ○

コルト顆粒水和剤 9B ピリフルキナゾン 3 3 ○ ○

デルフィン顆粒水和剤 11A ＢＴ（生菌） － － ○
※c

○
※c

ゼンターリ顆粒水和剤 11A ＢＴ（生菌） － － ○
※d

○
※d

〇

エスマルクＤＦ 11A ＢＴ（生菌） － － ○
※c

〇

コテツフロアブル 13 クロルフェナピル 3 3 ○
※b

○ ○
※e

○

マッチ乳剤 15 ルフェヌロン 4 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○

カスケード乳剤 15 フルフェノクスロン 4 4 ○ ○
※f

○
※b

○ ○ ○

マトリックフロアブル 18 クロマフェノジド 3 3 ○

マイトコーネフロアブル 20D ビフェナゼート 1 1 ○ ○

トルネードエースＤＦ 22A インドキサカルブ 2 2 ○ ○

クリアザールフロアブル 23 スピロメシフェン 2 2 ○ ○

フェニックス顆粒水和剤 28 フルベンジアミド 2 2 ○ ○

1(育苗期後半
～定植当日)

○ ○ 〇

3 ○ ○ 〇

ベネビアＯＤ 28 シアントラニリプロール 3 4※8 ○ ○ ○ ○ ○

1(育苗期後半
～定植当日)

4※8 ○ ○ ○ ○

1（定植直
後）

4※8 ○

1(育苗期後半
～定植時)

○ ○ ○ ○

1(鉢上げ時) ○

1(育苗期後半
～定植当日)

○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ウララＤＦ 29 フロニカミド 3 3 ○ ○ ○
※b

グレーシア乳剤 30 フルキサメタミド 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

ファインセーブフロアブル 34 フロメトキン 3 3 ○
※h

○ ○

プレオフロアブル UN ピリダリル 2 2 ○ ○ ○ 〇

サンクリスタル乳剤 - 脂肪酸グリセリド － － ○ ○ ○ ○

粘着くん液剤 - ヒドロキシプロピルデンプン － － ○
※c

○
※c

○
※c

サフオイル乳剤 - 調合油 － － ○ ○ ○ ○

フーモン - ポリグリセリン脂肪酸エステル － － ○
※c

○
※c

○
※c

エンストリップ＊ - オンシツツヤコバチ － － ○
※c

※7　定植時までの処理は1回以内、散布は3回以内　
※8　定植時までの処理及び定植直後の株元灌注は合計1回以内、定植後の散布は3回以内　
※9　育苗期の株元散布及び定植時の植穴処理は合計1回以内､散布は3回以内
※10 灌注は1回以内、散布は3回以内　※b　ミカンキイロアザミウマ適用　※c　野菜類登録
※d　野菜類（キャベツ、はくさいを除く）登録
※e　ナミハダニ適用　※f　トマトハモグリバエ、マメハモグリバエ適用
＊　施設栽培適用

ヨーバルフロアブル 28 テトラニリプロール 4※10

プレバソンフロアブル5 28 クロラントラニリプロール 4※7

プリロッソ粒剤オメガ 28 シアントラニリプロール 4※8

ベリマークＳＣ 28 シアントラニリプロール

卜 マ 卜 害 虫 防 除 農 薬 一 覧  ②
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トマト　

病害虫名 使用時期-本剤の使用回数 注意事項

苗立枯病 ○は種前
1　排水対策を行い、多湿にならないよう  
　にする。
2　土壌消毒（土壌消毒の頁参照）
○は種時～生育初期
　オーソサイド水和剤80 800倍

2L/㎡灌注
　バシタック水和剤75 1,500倍

3L/㎡土壌灌注
　リゾレックス水和剤 500倍

3L/㎡土壌灌注
　ダコニール1000 1,000倍

3L/㎡土壌灌注

疫病 ○生育期
1　予防散布に重点をおき病葉は早期に
　摘み取る。
2  施設栽培では、施設内の換気を図り、  
　多湿にならないようにする。
3　薬剤散布
　Ｚボルドー 600倍 －－－
　クプロシールド 2,000倍 発病前～発病初期－－
　ドイツボルドーＡ 500倍 －－－
  カッパーシン水和剤
　カスミンボルドー
　リドミルゴールドＭＺ 1,000倍 前－２
　ダコニール1000 1,000倍 前－４
　プロポーズ顆粒水和剤 1,500倍 前－３
　ペンコゼブフロアブル
　ジマンダイセンフロアブル
　ホライズンドライフロアブル 2,500倍 前－３
　ランマンフロアブル 2,000倍 前－４
　レーバスフロアブル 2,000倍 前－３
　エトフィンフロアブル 1,000倍 前－４
　ベジセイバー 1,000倍 前－３
　フェスティバル水和剤 2,000倍 前－３
　ゾーベックエンテクタＳＥ 4,000倍 前－２

葉かび病 ○は種前
1　抵抗性品種を用いる。
2　資材消毒（資材消毒の頁参照）
○生育期
1  施設栽培では、施設内の換気を図り、 　
　多湿にならないようにする。
2　薬剤散布
　ダコニール1000 1,000倍 前－４
　オーソサイド水和剤80 800倍 前－５
　フォリオゴールド 800倍 前－４
　トリフミン乳剤 2,000倍 前－５
　スコア顆粒水和剤 2,000倍 前－３
　ラリー乳剤 5,000倍 前－３
　ファンタジスタ顆粒水和剤 3,000倍 前－３
　ホライズンドライフロアブル 2,500倍 前－３
　ベルクートフロアブル 4,000倍 前－３
　インプレッションクリア 1,000倍 発病前～発病初期－－

すすかび病 ○生育期
　ダコニール1000 1,000倍 前－４
　ベルクートフロアブル 4,000倍 前－３
　トリフミン乳剤 2,000倍 前－５
　スコア顆粒水和剤 2,000倍 前－３

　バシタック水和剤75、
リゾレックス水和剤、ダ
コニール1000はリゾクト
ニア菌適用。

1　リドミルゴールドＭ
　Ｚ、ペンコゼブフロア
　ブル、ジマンダイセン
　フロアブルの総使用回
　数は合わせて2回以内｡
2　ダコニール1000､プロ
　ポーズ顆粒水和剤、ベ
　ジセイバーの総使用回
　数は、3剤合わせて4
　回以内。

　ダコニール1000とフォ
リオゴールドの総使用回
数は合わせて4回以内。

1,000倍 前－５

1,000倍 前－２

防除時期及び防除法

は種後から２～３葉期
－５

は種時～子葉展開時
－１

は種時－１

は種時又は活着後
（定植14日後）－２

転
載
不
可



トマト　

病害虫名 使用時期-本剤の使用回数 注意事項防除時期及び防除法

輪紋病 ○植付前　
  資材消毒(資材消毒の頁参照)
○生育期
1　株元の病葉は早期にかき取り､持ち出し 　
  て適切に処分する。
2  薬剤散布
　Ｚボルドー 600倍 －－－
　ダコニール1000 1,000倍 前－４
　カッパーシン水和剤
　カスミンボルドー
　ジマンダイセン水和剤 800倍 前－２

斑点病 ○生育期
　ドイツボルドーＡ 500倍 －－－
　ファンタジスタ顆粒水和剤 3,000倍 前－３

灰色かび病 ○生育期
1  耕種的防除に重点をおき､施設栽培では  
　低温､多湿にならないよう換気､灌水に注  
　意する。
2　予防散布に努め、発病初期の花弁､病果  
　は早期に除去し､ハウス、トンネル外に  
　出す。
3  薬剤散布
　ゲッター水和剤 1,500倍 前－５
　フルピカフロアブル 3,000倍 前－４
　ベルクートフロアブル 4,000倍 前－３
　カンタスドライフロアブル 1,500倍 前－３
　アフェットフロアブル 2,000倍 前－３
　ファンタジスタ顆粒水和剤 3,000倍 前－３
　ハーモメイト水溶剤 800倍 前－－
　ボトキラー水和剤 1,000倍 発病前～発病初期－－
　インプレッションクリア 2,000倍 発病前～発病初期－－
4  ダクト内投入
　ボトキラー水和剤 7.5g/10a/日 発病前～発病初期－－

うどんこ病 ○生育期
　ベルクートフロアブル 4,000倍 前－３
　トリフミン乳剤 2,000倍 前－５
　パンチョＴＦ顆粒水和剤 2,000倍 前－２
　プロパティフロアブル 3,000倍 前－２
　ショウチノスケフロアブル 2,000倍 前－２
　ハーモメイト水溶剤 1,000倍 前－－
　ボトキラー水和剤 1,000倍 発病前～発病初期－－
　インプレッションクリア 2,000倍 発病前～発病初期－－

斑点細菌病 ○は種､植付前
　資材消毒（資材消毒の頁参照）
○生育期
　Ｚボルドー 500倍 －－－
　カッパーシン水和剤
　カスミンボルドー

1,000倍 前－５

　同一系統薬剤の連用を
避ける(野菜の灰色かび
病、うどんこ病防除薬剤
の系統分類の頁参照)｡

1,000倍 前－５

1　同一系統薬剤の連用
　を避ける(野菜の灰色
　かび病、うどんこ病防
　除薬剤の系統分類の頁
　参照)。
2　トリフミン乳剤とパ
　ンチョＴＦ顆粒水和剤
　の総使用回数は合わせ
　て5回以内｡転

載
不
可



トマト　

病害虫名 使用時期-本剤の使用回数 注意事項防除時期及び防除法

モザイク病 ○は種前
 ･ＴｏＭＶ 　連作は避け､耐病性品種を用いる
 ･ＣＭＶ （ＴｏＭＶ）。

○育苗期
　苗床は防虫ネットを張り、アブラムシ類の  
 飛来を防ぐ。
○生育期
1　被害株は早期に抜き取り､適切に処分
  する。
2　芽かき、誘引は､曇雨天や露のあ
  るときは避ける。

黄化えそ病 ○は種前・生育期
(ＴＳＷＶ) 　施設内外の除草を徹底する。

○生育期
　アザミウマ類の防除を徹底する。

黄化葉巻病 ○は種前・生育期
(ＴＹＬＣＶ) 1　タバココナジラミ侵入防止のため0.4mm  

　目の防虫ネットをハウスの開口部に設置  
　する。
2　タバココナジラミの防除を徹底する。  
3　耐病性品種を用いる。
4　施設内外の除草を徹底する。
5　被害株は早期に抜き取り､適切に処分す  
　る。
○栽培終了後
　半促成栽培では、栽培終了後10日以上密閉
 するなどしてタバココナジラミを死滅させ
 てから片付け、次作へ虫を持ち越さない。
　抑制栽培では、栽培終了後株を十分枯らし
 てから施設外に持ち出す。厳冬期は施設を
 開放して低温条件にし、タバココナジラミ
  の施設内での越冬を防ぐ。

青枯病 ○植付前
1　連作を避ける。
2　滞水しないよう排水対策を行う。
3　耐病性台木を用いる。
4　土壌消毒（土壌消毒の頁参照）
○生育期
　発病株は早期に抜き取り､適切に処分
 する。

かいよう病 ○植付前
1　資材消毒（資材消毒の頁参照）
2　連作を避ける。
○生育期
1　発病株は早期に抜き取り､適切に処分
  する。
2　芽かき、誘引は､曇雨天や露のあ
  るときは避ける。
3　芽かきは側枝が小さいうちに行う。
　ハサミを使用する場合は、一株ごとに
　消毒する。
4　薬剤散布
  クプロシールド 1,000倍 発病前～発病初期－－
　マイコシールド 2,000倍 ７－２
　カッパーシン水和剤
　カスミンボルドー

1,000倍 前－５

転
載
不
可



トマト　

病害虫名 使用時期-本剤の使用回数 注意事項防除時期及び防除法

茎えそ細菌病 ○植付前
　かいよう病に準ずる。
○生育期
1　かいよう病に準ずる。
2　薬剤散布
　マスターピース水和剤 2,000倍 前－－

萎凋病 ○は種､植付前
根腐萎凋病 1　抵抗性台木､耐病性品種を用いる。
半身萎凋病 2　連作を避ける。水稲と輪作を行う。

3　資材消毒（資材消毒の頁参照）
4　土壌消毒（土壌消毒の頁参照）
○生育期
　発病株は早期に抜き取り、適切に処分
 する。

コナジラミ類 ○育苗期～定植時
 ･ﾀﾊﾞｺｺﾅｼﾞﾗﾐ 1　侵入防止のため0.4mm目の防虫ネットを  
 ･ｵﾝｼﾂｺﾅｼﾞﾗﾐ 　ハウスの開口部に設置する｡

2　薬剤処理
　スタークル粒剤
　アルバリン粒剤

育苗期:株元散布
1g/株

定植時:植穴土壌混和
　ベストガード粒剤 1g/株

育苗期:株元処理 育苗期－１
定植時:植穴処理土壌混和 定植時－1

　アベイル粒剤 2g/株 育苗期後半～定植当日
株元散布 －１

　プリロッソ粒剤オメガ 2g/株 育苗期後半～定植時
株元散布 －１

　ベリマークＳＣ 25ml/400株
育苗期後半～定植当日：400株当り10～20L灌注 育苗期後半～定植当日

25ml/400株 －１
定植直後：400株当り20～200L株元灌注 定植直後－１

○生育期
1　捕虫リボン､誘引捕殺粘着シート(黄色)
  を用いる。
2　施設内外の除草を徹底する。
3　薬剤散布
　ベストガード水溶剤 2,000倍 前－３
　スタークル顆粒水溶剤
　アルバリン顆粒水溶剤
　アニキ乳剤 2,000倍 前－３
　コロマイト乳剤 1,500倍 前－２
　アグリメック 1,000倍 前－３
　クリアザールフロアブル 4,000倍 前－２
　コルト顆粒水和剤 4,000倍 前－３
　ディアナＳＣ 2,500倍 前－２
　ダブルシューターＳＥ 1,000倍 前－２
　ウララＤＦ 2,000倍 前－３
　ベネビアＯＤ 2,000倍 前－３
　グレーシア乳剤 2,000倍 前－２
　ファインセーブフロアブル 2,000倍 前－３
　粘着くん液剤 100倍 前－－
　フーモン 1,000倍 前－－
　サンクリスタル乳剤 300倍 前－－
　サフオイル乳剤 300倍 前－－
4　天敵による防除
　オンシツツヤコバチ剤
　　エンストリップ 1ｶｰﾄﾞ/25～30株 発生初期－－

1　ベストガード粒剤の
　育苗期または定植時
　の処理は、どちらか
　1回。
2　ベリマークＳＣの育
　苗期後半～定植当日ま
　たは定植直後の処理
　は、どちらか1回。
3　タバココナジラミ
　（バイオタイプＱ）は
　薬剤抵抗性が発達しや
　すいので同一系統の薬
　剤の連用は避ける。
4　エンストリップ、ツ
　ヤコバチＥＦ30は野菜
　類（施設栽培）登録。
5　ベネビアＯＤ、アベ
　イル粒剤、プリロッソ
　粒剤オメガ、ベリマー
　クＳＣの総使用回数は
　4剤合わせて4回以内。
6　ファインセーブフロ
　アブルはタバココナジ
　ラミ類（シルバーリー
　フコナジラミを含む）
　適用。
7　コナジラミ類防除薬
　剤の系統分類の頁参
　照。

1g/株

3,000倍 前－２

育苗期－１

定植時－１

転
載
不
可



トマト　

病害虫名 使用時期-本剤の使用回数 注意事項防除時期及び防除法

アブラムシ類 ○育苗期～定植時
 ･ﾜﾀｱﾌﾞﾗﾑｼ 　アドマイヤー1粒剤 1g/株
 ･ﾓﾓｱｶｱﾌﾞﾗﾑｼ 植穴土壌混和
 ･ｼﾞｬｶﾞｲﾓﾋｹﾞ 　モスピラン粒剤 1g/株

ﾅｶﾞｱﾌﾞﾗﾑｼ 植穴土壌混和
　ベストガード粒剤 1g/株

育苗期:株元処理 育苗期－１
定植時：植穴処理土壌混和 定植時－1

　スタークル粒剤
　アルバリン粒剤

植穴土壌混和
○生育期(発生初期)
　アドマイヤーフロアブル 4,000倍 前－２
　モスピラン顆粒水溶剤 2,000倍 前－３
　ベストガード水溶剤 2,000倍 前－３
　ダントツ水溶剤 4,000倍 前－３
　チェス顆粒水和剤 5,000倍 前－３
　ウララＤＦ 4,000倍 前－３
　トランスフォームフロアブル 2,000倍 前－２

ハモグリバエ類 ○育苗期～定植時
 ･ﾏﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 　スタークル粒剤 1g/株
 ･ﾄﾏﾄﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 　アルバリン粒剤 育苗期:株元散布

1g/株
 ･ﾅｽﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 定植時:植穴土壌混和

　アクタラ粒剤5 1g/株
植穴処理

○発生初期
　ダントツ水溶剤 2,000倍 前－３
　コロマイト乳剤 1,500倍 前－２
　スピノエース顆粒水和剤 5,000倍 前－２

アザミウマ類 ○発生初期
 ･ﾋﾗｽﾞﾊﾅｱｻﾞﾐｳﾏ 　スピノエース顆粒水和剤 5,000倍 前－２
 ･ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 　ディアナＳＣ 5,000倍 前－２

　ベストガード水溶剤 2,000倍 前－３
　モスピラン顆粒水溶剤 2,000倍 前－３
　アグリメック 1,000倍 前－３
　ファインセーブフロアブル 2,000倍 前－３

ハダニ類 ○発生初期
 ･ﾅﾐﾊﾀﾞﾆ 　マイトコーネフロアブル 1,000倍 前－１
 ･ｶﾝｻﾞﾜﾊﾀﾞﾆ 　コテツフロアブル 　2,000倍 前－３

  サフオイル乳剤 　500倍 前－－
　

トマトサビダニ ○発生初期
　アファーム乳剤 2,000倍 前－５
　コロマイト乳剤 1,500倍 前－２
　コテツフロアブル 2,000倍 前－３
　マイトコーネフロアブル 1,000倍 前－１
　クリアザールフロアブル 2,000倍 前－２
　マッチ乳剤 2,000倍 前－４
　

1g/株

1　コテツフロアブルは
　ナミハダニ適用。
2　ハダニ類防除薬剤の
  系統分類の頁参照。

定植時－１

定植時－１

定植時－１

1　ベストガード粒剤の
　育苗期または定植時の
　処理は、どちらか1
　回。
2　アブラムシ類防除薬
　剤の系統分類の頁参
　照。

育苗期－１

定植時－１

定植時－１

転
載
不
可



トマト　

病害虫名 使用時期-本剤の使用回数 注意事項防除時期及び防除法

オオタバコガ ○発生初期
　アファーム乳剤 2,000倍 前－５
　スピノエース顆粒水和剤 5,000倍 前－２
　ディアナＳＣ 5,000倍 前－２
　フェニックス顆粒水和剤 4,000倍 前－２
　プレバソンフロアブル5 2,000倍 前－３
　ヨーバルフロアブル 5,000倍 前－３
　トルネードエースＤＦ 2,000倍 前－２
　プレオフロアブル 1,000倍 前－２
　グレーシア乳剤 2,000倍 前－２
　マッチ乳剤 3,000倍 前－４
　カスケード乳剤 4,000倍 前－４
　マトリックフロアブル 2,000倍 前－３
　エスマルクＤＦ 1,000倍 発生初期(収穫前日)－－

　デルフィン顆粒水和剤 1,000倍 発生初期(収穫前日)－－

  ゼンターリ顆粒水和剤 1,000倍 発生初期(収穫前日)－－

　
ハスモンヨトウ ○発生初期

　フェニックス顆粒水和剤 4,000倍 前－２
　プレオフロアブル 1,000倍 前－２
　トルネードエースＤＦ 2,000倍 前－２
　グレーシア乳剤 2,000倍 前－２
　マッチ乳剤 3,000倍 前－４
  ゼンターリ顆粒水和剤 1,000倍 発生初期(収穫前日)－－

　デルフィン顆粒水和剤 1,000倍 発生初期(収穫前日)－－

　
トマトキバガ ○発生初期

　アファーム乳剤 2,000倍 前－５
　ディアナＳＣ 5,000倍 前－２
　プレバソンフロアブル5 2,000倍 前－３
　プレオフロアブル 1,000倍 前－２
　グレーシア乳剤 2,000倍 前－２
　エスマルクＤＦ 1,000倍 発生初期(収穫前日)－－

  ゼンターリ顆粒水和剤 1,000倍 発生初期(収穫前日)－－
　

ネコブ ○は種または定植前
センチュウ 1　抵抗性台木を用いる。

2　連作を避ける。
3　土壌消毒（土壌消毒の頁参照）
4　薬剤処理
　ネマキック粒剤 15kg/10a 定植前－１

全面土壌混和
　ネマトリンエース粒剤 15kg/10a 定植前－１

全面土壌混和
○生育期
　ガードホープ液剤 4,000倍 前－１

2L/㎡土壌灌注

※マルハナバチ及び天敵に対する農薬の影響については、ミツバチ・マルハナバチに対する農薬の影響の頁、
  天敵等への農薬の影響の目安の頁参照

  ネマキック粒剤はマル
ハナバチに対して影響が
あるので、マルハナバチ
の巣箱及びその周辺には
かからないようにするこ
と。また、使用後にマル
ハナバチを放飼する場合
は、10日以上の間隔をあ
けること。転

載
不
可
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病

葉
か
び
病

す
す
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ど
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病

輪
紋
病

斑
点
病

10 ジエトフェンカルブ 3

1 チオファネートメチル 6※1

バシタック水和剤75 7 メプロニル 1 2※2
○
※a

カンタスドライフロアブル 7 ボスカリド 3 3 ○ ○

アフェットフロアブル 7 ペンチオピラド 3 3 ○ ○ ○ ○ ○

27 シモキサニル 3

11 ファモキサドン 3

ファンタジスタ顆粒水和剤 11 ピリベンカルブ 3 3 ○ ○ ○ ○

ランマンフロアブル 21 シアゾファミド 4 4 ○

U13 フルチアニル 2

9 メパニピリム 4

トリフミン乳剤 3 トリフルミゾール 5 5 ○ ○ ○

U6 シフルフェナミド 2

3 トリフルミゾール 5

ラリー乳剤 3 ミクロブタニル 3 3 ○ ○

ハーモメイト水溶剤 NC 炭酸水素ナトリウム － － ○
※b

○
※b

ドイツボルドーＡ M1 塩基性塩化銅 － － ○ ○ ○

Ｚボルドー M1 塩基性硫酸銅 － － ○ ○ ○

クプロシールド M1 塩基性硫酸銅 － － ○ ○ ○

4 メタラキシルＭ 4※3

M5 ＴＰＮ 2

ダコニール1000 M5 ＴＰＮ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ベルクートフロアブル M7 イミノクタジンアルベシル酸塩 2 2 ○ ○ ○ ○ ○

ボトキラー水和剤 BM2 バチルス ズブチリス － － ○
※b

○
※b

インプレッションクリア BM2
バチルス
アミロリクエファシエンス

－ － ○ ○ ○
※b

○
※b

サンクリスタル乳剤 - 脂肪酸グリセリド － － ○

※1　種子処理は1回以内、は種後は5回以内　※2　種子処理は1回以内、土壌灌注は1回以内　

※3　種子処理は1回以内、は種後は3回以内

※a　リゾクトニア菌適用　※b　野菜類登録

ホライズンドライフロアブル 3 ○ ○

パンチョＴＦ顆粒水和剤 2 ○

ゲッター水和剤 3 ○ ○

ミ ニ ト マ ト （直径３㎝以下のもの）病 害 防 除 農 薬 一 覧

農　薬　名

R
A
C
コ
ー

ド

有　効
成分名

本剤の
使  用
回　数

当該成分を
含む農薬の
総使用回数

適 用 病 害 名

○ ○ショウチノスケフロアブル 2

フォリオゴールド 2 ○ ○

転
載
不
可
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類

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ハ
モ
グ
リ
バ
エ
類

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

オ
オ
タ
バ
コ
ガ

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ

ハ
ダ
ニ
類

ト
マ
ト
サ
ビ
ダ
ニ

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ

ウ

ト
マ
ト
キ
バ
ガ

ネマキック粒剤 1B イミシアホス 1 1 〇

ネマトリンエース粒剤 1B ホスチアゼート 1 2※1 〇

1(育苗期後半) ○

1(定植時) ○ ○

アドマイヤーフロアブル 4A イミダクロプリド 2 3※2 ○ ○

1(定植時) ○ ○ ○
※a

1(定植前日
～当日)

○

3 ○

モスピラン顆粒水溶剤 4A アセタミプリド 3 4※3 ○ ○ ○

1(は種時又は
鉢上げ時)

○ ○

1(育苗期) ○ ○

1(育苗期後半) ○ ○ ○

1(定植時) ○ ○ ○

ベストガード水溶剤 4A ニテンピラム 3 4※4 ○ ○ ○

1(は種前) ○

1(育苗期) ○ ○

1(定植時) ○ ○ ○

2 ○ ○

1(鉢上時又は
定植時)

○

2 ○

ダントツ水溶剤 4A クロチアニジン 3 4※6 ○ ○ ○

1(育苗期後半) ○

1(定植時) ○ ○

4A アセタミプリド 4※3

28 シアントラニリプロール 4※8

トランスフォームフロアブル 4C スルホキサフロル 2 2 ○ ○ ○

スピノエース顆粒水和剤 5 スピノサド 2 2 ○ ○ ○

－ 脂肪酸グリセリド －

5 スピノサド 2

ディアナＳＣ 5 スピネトラム 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ 〇

   定植時の土壌混和は1回以内、 散布及び定植後の株元散布は合計2回以内

※6  育苗期の株元処理及び定植時の土壌混和は合計1回以内、散布及び定植後の株元散布は合計3回以内

※7　粒剤の処理は1回以内、散布は2回以内　※8　定植時までの処理及び定植直後の株元灌注は合計1回以内、定植後の散布は3回以内

※a　トマトハモグリバエ適用

※4　定植時までの処理は1回以内、定植後は3回以内　※5　培土混和及び灌注は合計1回以内、育苗期の株元散布は1回以内、

※2　育苗期の株元散布及び定植時の土壌混和は合計1回以内、散布は2回以内

○○ダブルシューターＳＥ ○

※3　粒剤の定植時までの処理は1回以内、散布、くん煙、定植後の株元散布は合計3回以内

※1　定植前の土壌混和は1回以内、土壌灌注は1回以内  

○2 ○

○ ○ ○

スタークル顆粒水溶剤
アルバリン顆粒水溶剤

4A ジノテフラン 5※5

アベイル粒剤 1

アクタラ粒剤５ 4A チアメトキサム 3※7

モスピラン粒剤 4A アセタミプリド 4※3

スタークル粒剤
アルバリン粒剤

4A ジノテフラン 5※5

ベストガード粒剤 4A ニテンピラム 4※4

アドマイヤー1粒剤 4A イミダクロプリド 3※2

ミ ニ ト マ ト(直径３㎝以下のもの)害 虫 防 除 農 薬 一 覧 ①

農　薬　名

R
A
C
コ
ー

ド

有　効
成分名

本剤の
使  用
回　数

当該成分を
含む農薬の
総使用回数

適 用 害 虫 名

転
載
不
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アファーム乳剤 6 エマメクチン安息香酸塩 5 5 ○ ○ ○ ○ 〇

コロマイト乳剤 6 ミルベメクチン 2 2 ○ ○ ○

チェス顆粒水和剤 9B ピメトロジン 3 4※9 ○ ○

コルト顆粒水和剤 9B ピリフルキナゾン 3 3 ○ ○

デルフィン顆粒水和剤 11A ＢＴ（生菌） － － ○
※b

○
※b

エスマルクＤＦ 11A ＢＴ（生菌） － － ○
※b

〇

ゼンターリ顆粒水和剤 11A ＢＴ（生菌） － － 〇
※g

〇
※g

〇

コテツフロアブル 13 クロルフェナピル 3 3 ○
※c

○ ○
※d

○

マッチ乳剤 15 ルフェヌロン 2 2 ○ ○ ○ ○ ○

カスケード乳剤 15 フルフェノクスロン 2 2 ○ ○
※e

○
※c

○ ○ ○

マイトコーネフロアブル 20D ビフェナゼート 1 1 ○ ○

クリアザールフロアブル 23 スピロメシフェン 2 2 ○ ○

フェニックス顆粒水和剤 28 フルベンジアミド 2 2 ○ ○

1(育苗期後半～
定植当日)

○ ○ 〇

3 ○ ○ 〇

ベネビアＯＤ 28 シアントラニリプロール 3 4※8 ○ ○ ○ ○ ○

1(育苗期後半～
定植当日)

4※8 ○ ○ ○ ○

1（定植直後） 4※8 ○

1(育苗期後半～
定植当日)

○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ウララＤＦ 29 フロニカミド 3 3 ○ ○ ○
※c

グレーシア乳剤 30 フルキサメタミド 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

ファインセーブフロアブル 34 フロメトキン 3 3 ○
※f

○ ○

プレオフロアブル UN ピリダリル 2 2 ○ ○ ○ 〇

サフオイル乳剤 － 調合油 － － ○ ○ ○ ○

※8　定植時までの処理及び定植直後の株元灌注は合計1回以内、定植後の散布は3回以内　

※9  育苗期株元散布及び定植時植穴処理は合計1回以内、散布は3回以内

※10 灌注は1回以内､散布は3回以内　

※b　野菜類登録  

※c　ミカンキイロアザミウマ適用 

※d　ナミハダニ適用

※e　トマトハモグリバエ、マメハモグリバエ適用 

※f　タバココナジラミ類（シルバーリーフコナジラミを含む）適用　※g　野菜類（キャベツ、はくさいを除く）登録

ヨーバルフロアブル 28 テトラニリプロール 4※10

プレバソンフロアブル5 28 クロラントラニリプロール 4※10

ベリマークＳＣ 28 シアントラニリプロール

ミ ニ ト マ ト(直径３㎝以下のもの)害 虫 防 除 農 薬 一 覧 ②
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コ
ー

ド

有　効
成分名

本剤の
使  用
回　数

当該成分を
含む農薬の
総使用回数

適 用 害 虫 名

転
載
不
可



ミニトマト(直径3cm以下)

病害虫名 使用時期-本剤の使用回数 注意事項

苗立枯病 ○は種前、植付前
1　排水対策を行い、多湿にならないよう
　にする。
2　土壌消毒（土壌消毒の頁参照）
○は種時～生育初期
　バシタック水和剤75 1,500倍

3L/㎡土壌灌注

疫病 ○生育期
1　予防散布に重点をおき、病葉は早期に
　摘み取る。
2  施設栽培では、施設内の換気を図り、
　多湿にならないようにする。
3　薬剤散布
　Ｚボルドー 600倍 －－－
　クプロシールド 2,000倍 発病前～発病初期－－
　ドイツボルドーＡ 500倍 －－－
　ダコニール1000 1,000倍 前－２
　ホライズンドライフロアブル 2,500倍 前－３
　ランマンフロアブル 2,000倍 前－４
　フェスティバル水和剤 2,000倍 前－３

葉かび病 ○は種前
1　抵抗性品種を用いる。
2　資材消毒(資材消毒の頁参照)
○生育期
1　施設栽培では、施設内の換気を図り、
　多湿にならないようにする。
2　薬剤散布
　ダコニール1000 1,000倍 前－２
　フォリオゴールド 800倍 前－２
　トリフミン乳剤 2,000倍 前－５
　ラリー乳剤 5,000倍 前－３
　ファンタジスタ顆粒水和剤 3,000倍 前－３
　ホライズンドライフロアブル 2,500倍 前－３
　ベルクートフロアブル 4,000倍 前－２
　インプレッションクリア 1,000倍 発病前～発病初期－－

すすかび病 ○生育期
　ダコニール1000 1,000倍 前－２
　ベルクートフロアブル 4,000倍 前－２
　トリフミン乳剤 2,000倍 前－５

輪紋病 ○植付前
　資材消毒(資材消毒の頁参照)
○生育期
1　株元の病葉は早期にかき取り､持ち出し 　
  て適切に処分する。
2　薬剤散布
　Ｚボルドー 600倍 －－－
　ダコニール1000 1,000倍 前－２

防除時期及び防除法

は種時～子葉展開時
－１

　ダコニール1000とフォ
リオゴールドの総使用回
数は合わせて2回以内。

　バシタック水和剤75は
リゾクトニア菌適用。

転
載
不
可



ミニトマト(直径3cm以下)

病害虫名 使用時期-本剤の使用回数 注意事項防除時期及び防除法

灰色かび病 ○生育期
1  耕種的防除に重点をおき､施設栽培では  
　低温､多湿にならないよう換気､灌水に注  
　意する。
2　予防散布に努め、発病初期の花弁､病果  
　は早期に除去し､ハウス、トンネル外に  
　出す。
3　薬剤散布
　ゲッター水和剤 1,500倍 前－３
　ベルクートフロアブル 4,000倍 前－２
　カンタスドライフロアブル 1,500倍 前－３
  アフェットフロアブル 2,000倍 前－３
　ハーモメイト水溶剤 800倍 前－－
　ボトキラー水和剤 1,000倍 発病前～発病初期－－

うどんこ病 ○生育期
　トリフミン乳剤 2,000倍 前－５
　パンチョＴＦ顆粒水和剤 2,000倍 前－２
　ショウチノスケフロアブル 2,000倍 前－２
　ハーモメイト水溶剤 1,000倍 前－－
　サンクリスタル乳剤 600倍 前－－
　ボトキラー水和剤 1,000倍 発病前～発病初期－－
　インプレッションクリア 2,000倍 発病前～発病初期－－

斑点病
青枯病
根腐萎凋病
モザイク病
 ･ＴｏＭＶ
 ･ＣＭＶ

コナジラミ類 ○育苗期～定植時
 ･ﾀﾊﾞｺｺﾅｼﾞﾗﾐ 1　侵入防止のため0.4mm目の防虫ネットを 　
 ･ｵﾝｼﾂｺﾅｼﾞﾗﾐ 　ハウスの開口部に設置する｡

2　薬剤処理
　スタークル粒剤
　アルバリン粒剤

育苗期:株元散布
1g/株

定植時:植穴土壌混和
　ベストガード粒剤 1g/株

育苗期:株元処理 育苗期－１
定植時:植穴処理土壌混和 定植時－1

　アベイル粒剤 2g/株 育苗期後半～定植当日
株元散布 －１

　ベリマークＳＣ 25ml/400株 育苗期後半～定植当日
400株当り10～20L灌注 －１

○生育期
1　捕虫リボン､誘引捕殺粘着シート(黄色)
  を用いる。
2　施設内外の除草を徹底する。
3　薬剤散布
　ベストガード水溶剤 2,000倍 前－３
　スタークル顆粒水溶剤
　アルバリン顆粒水溶剤
　コロマイト乳剤 1,500倍 前－２
　コルト顆粒水和剤 4,000倍 前－３
　ディアナＳＣ 2,500倍 前－２
　ダブルシューターＳＥ 1,000倍 前－２
　ウララＤＦ 2,000倍 前－３
　ベネビアＯＤ 2,000倍 前－３
　グレーシア乳剤 2,000倍 前－２

　トマトに準ずる。

1g/株

3,000倍 前－２

1　同一系統薬剤の連用
　を避ける(野菜の灰色
　かび病、うどんこ病防
　除薬剤の系統分類の
　頁参照)。
2　トリフミン乳剤とパ
　ンチョＴＦ顆粒水和剤
　の総使用回数は合わ
　せて5回以内｡

　同一系統薬剤の連用を
避ける(野菜の灰色かび
病、うどんこ病防除薬剤
の系統分類の頁参照)｡

1　ベストガード粒剤の
　育苗期または定植時の
　処理は、どちらか1
　回。
2　タバココナジラミ
　（バイオタイプＱ）は
　薬剤抵抗性が発達しや
　すいので同一系統の薬
　剤の連用は避ける。
3　ベネビアＯＤ、アベ
　イル粒剤、ベリマーク
　ＳＣの総使用回数は、
　3剤合わせて4回以内。
4　コナジラミ類防除薬
　剤の系統分類の頁参
　照。

育苗期－１

定植時－１転
載
不
可



ミニトマト(直径3cm以下)

病害虫名 使用時期-本剤の使用回数 注意事項防除時期及び防除法

アブラムシ類 　トマトに準ずる。
 ･ﾜﾀｱﾌﾞﾗﾑｼ
 ･ﾓﾓｱｶｱﾌﾞﾗﾑｼ
 ･ｼﾞｬｶﾞｲﾓﾋｹﾞ

ﾅｶﾞｱﾌﾞﾗﾑｼ 

ハモグリバエ類 　トマトに準ずる。
 ･ﾏﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ
 ･ﾄﾏﾄﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ
 ･ﾅｽﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

アザミウマ類 ○発生初期
 ･ﾋﾗｽﾞﾊﾅｱｻﾞﾐｳﾏ 　スピノエース顆粒水和剤 5,000倍 前－２
 ･ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 　ディアナＳＣ 5,000倍 前－２

　ベストガード水溶剤 2,000倍 前－３
　モスピラン顆粒水溶剤 2,000倍 前－３
　ファインセーブフロアブル 2,000倍 前－３

ハダニ類 　トマトに準ずる。
 ･ﾅﾐﾊﾀﾞﾆ
 ･ｶﾝｻﾞﾜﾊﾀﾞﾆ

トマトサビダニ 　トマトに準ずる。

オオタバコガ ○発生初期
　アファーム乳剤 2,000倍 前－５
　スピノエース顆粒水和剤 5,000倍 前－２
　ディアナＳＣ 5,000倍 前－２
　フェニックス顆粒水和剤 4,000倍 前－２
　プレバソンフロアブル5 2,000倍 前－３
　プレオフロアブル 1,000倍 前－２
　マッチ乳剤 3,000倍 前－２
　カスケード乳剤 4,000倍 前－２
　エスマルクＤＦ 1,000倍 発生初期(収穫前日)－－

　デルフィン顆粒水和剤 1,000倍 発生初期(収穫前日)－－

ハスモンヨトウ ○発生初期
　フェニックス顆粒水和剤 4,000倍 前－２
　ヨーバルフロアブル 5,000倍 前－３
　プレオフロアブル 1,000倍 前－２
　マッチ乳剤 3,000倍 前－２
　 ゼンターリ顆粒水和剤 1,000倍 発生初期(収穫前日)－－

　デルフィン顆粒水和剤 1,000倍 発生初期(収穫前日)－－

トマトキバガ 　トマトに準ずる。

ネコブ 　トマトに準ずる。
センチュウ

転
載
不
可
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トップジンＭ水和剤 1 チオファネートメチル 5 6※1 ○ ○

ベンレー卜水和剤 1 ベノミル 3 4※2 ○ ○ ○

1 チオファネートメチル 6※1

10 ジエトフェンカルブ 5

1 ベノミル 4※2

10 ジエトフェンカルブ 5

プロパティフロアブル 50 ピリオフェノン 3 3 ○

カンタスドライフロアブル 7 ボスカリド 3 3 ○ ○ ○

アフェットフロアブル 7 ペンチオピラド 3 3 ○ ○ ○ ○ ○

7 ペンチオピラド 3

M5 ＴＰＮ 4

パレード20フロアブル 7 ピラジフルミド 3 3 ○ ○ ○ ○

11 ピラクロストロビン 3

7 ボスカリド 3

アミスター20フロアブル 11 アゾキシストロビン 4 4 ○ ○

ストロビーフロアブル 11 クレソキシムメチル 3 3 ○ ○

27 シモキサニル 3

11 ファモキサドン 3

ファンタジスタ顆粒水和剤 11 ピリベンカルブ 3 3 ○ ○ ○ ○ ○

ランマンフロアブル 21 シアゾファミド 4 4 ○

ライメイフロアブル 21 アミスルブロム 3 3 ○

21 シアゾファミド 4

M5 ＴＰＮ 4

※1　種子処理は1回以内、は種後は5回以内　※2　種子粉衣は1回以内、は種後は3回以内

な す 病 害 防 除 農 薬 一 覧 ①

農　薬　名

R
A
C
コ
ー

ド

有　効
成分名

本剤の
使  用
回　数

当該成分を
含む農薬の
総使用回数

適 用 病 害 名

○

ベジセイバー 3 ○ ○ ○

ゲッター水和剤 5 ○

○ ○

シグナムＷＤＧ 3 ○ ○ ○

ホライズンドライフロアブル 3

○

○

○

ドーシャスフロアブル 4

○ニマイバー水和剤 3 ○ ○ ○

転
載
不
可



苗
立
枯
病

う
ど
ん
こ
病

灰
色
か
び
病

す
す
か
び
病

褐
色
円
星
病

半
身
萎
凋
病

褐
色
腐
敗
病

菌
核
病

フルピカフロアブル 9 メパニピリム 4 4 ○ ○

U13 フルチアニル 2

9 メパニピリム 4

リゾレックス水和剤 14 トルクロホスメチル 1 1 ○
※a

トリフミン乳剤 3 トリフルミゾール 5 5 ○ ○

U6 シフルフェナミド 2

3 トリフルミゾール 5

40
ベンチアバリカルブ
イソプロピル

4

M5 ＴＰＮ 4

レーバスフロアブル 40 マンジプロパミド 3 3 ○

M1 無水硫酸銅 －

NC 炭酸水素ナトリウム －

1(は種前) ○

5(は種後
2～3葉期)

○

M5 ＴＰＮ 4

4 メタラキシルＭ 4※3

ダコニール1000 M5 ＴＰＮ 4 4 ○ ○ ○

ベルクート水和剤 M7
イミノクタジン
アルベシル酸塩

3 3 ○ ○ ○

ベルクートフロアブル M7
イミノクタジン
アルベシル酸塩

3 3 ○ ○ ○

パルミノ M10 キノキサリン系 3 3 ○ ○

※3　種子処理は1回以内、は種後は3回以内　※a　リゾクトニア菌適用　

な す 病 害 防 除 農 薬 一 覧 ②

農　薬　名

R
A
C
コ
ー

ド

有　効
成分名

本剤の
使  用
回　数

当該成分を
含む農薬の
総使用回数

適 用 病 害 名

パンチョＴＦ顆粒水和剤 2 ○

ショウチノスケフロアブル 2 ○ ○

プロポーズ顆粒水和剤 4 ○ ○

ジーファイン水和剤 － ○

オーソサイド水和剤80 M4 キャプタン 5(種子粉衣
1回以内)

○フォリオゴールド 3 ○ ○転
載
不
可
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ネマトリンエース粒剤 1B ホスチアゼート 1 1 ○ ○
※a

○ ○

アーデント水和剤 3A アクリナトリン 4 4 ○ ○ ○ ○

1
(育苗期後半)

○

1(定植時) ○ ○

アドマイヤーフロアブル 4A イミダクロプリド 2 3※1 ○ ○

1(定植前日
～当日)

○ ○

1(定植時) ○ ○

モスピラン顆粒水溶剤 4A アセタミプリド 3 4※2 ○ ○ ○

1(は種時又は
鉢上げ時)

○

1(育苗期) ○ ○

1
(育苗期後半)

○ ○

1(定植時) ○ ○ ○

3 ○

ベストガード水溶剤 4A ニテンピラム 3 4※3 ○ ○ ○ ○

1
(育苗期後半)

○

1(定植時) ○ ○ ○ ○ ○
※b

アクタラ顆粒水溶剤 4A チアメトキサム 3 4※4 ○ ○ ○ ○
※b

バリアード顆粒水和剤 4A チアクロプリド 3 3 ○ ○

1(育苗期) ○ ○ ○

1(定植時) ○ ○ ○ ○

2 ○ ○

スタークル顆粒水溶剤
アルバリン顆粒水溶剤

4A ジノテフラン 2 3※5 ○ ○ ○ ○

1
(育苗期後半)

○ ○

1(定植時) ○ ○ ○
※b

3 ○

ダントツ水溶剤 4A クロチアニジン 3 4※6 ○ ○ ○ ○ ○

トランスフォームフロアブル 4C スルホキサフロル 2 2 ○ ○

スピノエース顆粒水和剤 5 スピノサド 2 2 ○ ○

5 スピノサド 2

－ 脂肪酸グリセリド -

ディアナＳＣ 5 スピネトラム 2 2 ○ ○ ○ ○ ○

アクセルフロアブル 22B メタフルミゾン 3 3 〇 〇

※1　育苗期の株元散布及び定植時の土壌混和は合計1回以内、散布及び常温煙霧は合計2回以内
※2　粒剤の定植時までの処理は1回以内、散布、くん煙及び定植後の株元散布は合計3回以内
※3　定植時までの処理は1回以内、定植後は3回以内
※4　定植時までの処理は1回以内、散布は3回以内
※5　育苗期の株元散布及び定植時の土壌混和は合計1回以内、散布及び定植後の株元散布は合計2回以内
※6　育苗期の株元処理及び定植時の土壌混和は合計1回以内、散布及び定植後の株元散布は合計3回以内
※a　オンシツコナジラミ適用　※b　マメハモグリバエ適用

な す 害 虫 防 除 農 薬 一 覧 ①

農　薬　名

R
A
C
コ
ー

ド

有　効
成分名

本剤の
使  用
回　数

当該成分を
含む農薬の
総使用回数

適 用 害 虫 名

4※3

アクタラ粒剤5 4A チアメトキサム 4※4

3※5

ダントツ粒剤 4A クロチアニジン 4※6

4※2

アドマイヤー1粒剤 4A イミダクロプリド 3※1

ダブルシューターＳＥ 2

モスピラン粒剤 4A アセタミプリド

スタークル粒剤
アルバリン粒剤

4A ジノテフラン

ベストガード粒剤 4A ニテンピラム

○○○ ○○

転
載
不
可
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ア
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類

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ

ウ

アニキ乳剤 6 レピメクチン 3 3 ○ ○ ○ ○ ○

アファーム乳剤 6 エマメクチン安息香酸塩 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アグリメック 6 アバメクチン 3 3 ○ ○ ○

コロマイト乳剤 6 ミルベメクチン 2 2 ○ ○ ○ ○

コルト顆粒水和剤 9B ピリフルキナゾン 3 3 ○ ○ ○

チェス顆粒水和剤 9B ピメトロジン 3 4※7 ○ ○

デルフィン顆粒水和剤 11A ＢＴ（生菌） - - ○
※c

○
※c

エスマルクＤＦ 11A ＢＴ（生菌） - - ○
※c

ゼンターリ顆粒水和剤11A ＢＴ（生菌） - - 〇
※e

〇
※e

コテツフロアブル 13 クロルフェナピル 4 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○

マッチ乳剤 15 ルフェヌロン 4 4 ○

カネマイトフロアブル 20B アセキノシル 1 1 ○ ○

マイトコーネフロアブル 20D ビフェナゼート 1 1 ○

トルネードエースＤＦ 22A インドキサカルブ 2 2 ○ ○

1(育苗期後半
～定植当日)

○ ○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○ ○

スターマイトフロアブル 25A シエノピラフェン 1 1 ○ ○

25B ピフルブミド 1

21A フェンピロキシメート 3

1(育苗期後半
～定植当日)

○ ○

2 ○ ○ ○

フェニックス顆粒水和剤 28 フルベンジアミド 3 3 ○ ○ ○

1(育苗期後半
～定植当日)

○ ○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○ ○

ウララＤＦ 29 フロニカミド 3 3 ○ ○ ○

グレーシア乳剤 30 フルキサメタミド 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

プレオフロアブル UN ピリダリル 4 4 ○ ○ ○ ○

ファインセーブフロアブル UN フロメトキン 3 3 ○
※d

○

ダニオーテフロアブル UN アシノナピル 2 2 ○

パルミノ UN キノキサリン系 3 3 ○ ○

粘着くん液剤 - ヒドロキシプロピルデンプン － － ○
※c

○
※c

○
※c

アカリタッチ乳剤 -
プロピレングリコール
モノ脂肪酸エステル

－ － ○
※c

サンクリスタル乳剤 - 脂肪酸グリセリド - - ○ ○ ○ ○

※7　育苗期株元散布は1回以内、散布は3回以内　※8  灌注は1回以内
※9  定植時までの処理は1回以内、散布は2回以内  ※10  灌注は1回以内、散布は3回以内
※c　野菜類登録　※d　タバココナジラミ類（シルバーリーフコナジラミを含む）適用　
※e　野菜類（キャベツ、はくさいを除く）登録

な す 害 虫 防 除 農 薬 一 覧 ②

農　薬　名

R
A
C
コ
ー

ド

有  効
成分名

本剤の
使  用
回　数

当該成分を
含む農薬の
総使用回数

適 用 害 虫 名

モベントフロアブル 23 スピロテトラマト 3※8

ダブルフェースフロアブル 1 ○ ○

ヨーバルフロアブル 28 テトラニリプロール 4※10

プレバソンフロアブル5 28 クロラントラニリプロール 3※9転
載
不
可



なす

病害虫名 使用時期-本剤の使用回数 注意事項

苗立枯病 ○は種前
　土壌消毒（土壌消毒の頁参照）
○は種時～生育初期
1　多湿にならないよう灌水に注意する。  
2　薬剤処理
　オーソサイド水和剤80 800倍

2L/㎡灌注
　リゾレックス水和剤 500倍

3L/㎡土壌灌注

うどんこ病 ○生育期
　パルミノ 2,000倍 前－３
　トリフミン乳剤 2,000倍 前－５
　パンチョＴＦ顆粒水和剤 2,000倍 前－２
　ダコニール1000 1,000倍 前－４
　ベルクートフロアブル 2,000倍 前－３
　プロパティフロアブル 3,000倍 前－３
　ショウチノスケフロアブル 2,000倍 前－２
　フルピカフロアブル 3,000倍 前－４
　ニマイバー水和剤 1,000倍 前－３
　ジーファイン水和剤 2,000倍 前－－

灰色かび病 ○生育期
　ゲッター水和剤 1,500倍 前－５
　フルピカフロアブル 3,000倍 前－４
　アフェットフロアブル 2,000倍 前－３
　カンタスドライフロアブル 1,500倍 前－３
　パレード20フロアブル 4,000倍 前－３

すすかび病 ○生育期
　トリフミン乳剤 2,000倍 前－５
　アミスター20フロアブル 2,000倍 前－４
　ストロビーフロアブル 3,000倍 前－３
　ベルクート水和剤 3,000倍 前－３
　ベルクートフロアブル 2,000倍 前－３
　ダコニール1000 1,000倍 前－４
　カンタスドライフロアブル 1,500倍 前－３

褐色円星病 ○生育期
　アフェットフロアブル 2,000倍 前－３
　ベジセイバー 1,000倍 前－３
　ファンタジスタ顆粒水和剤 2,000倍 前－３

青枯病 ○植付前

2　連作を避ける。
3　排水対策を行う。
4　土壌消毒（土壌消毒の頁参照）
5　資材消毒（資材消毒の頁参照）
○生育期

半身萎凋病 ○植付前

2  連作を避ける。
3  土壌消毒（土壌消毒の頁参照）
4　資材消毒（資材消毒の頁参照）
○生育期
1　発病株は伝染源となるため、早期に抜  
　き取り、適切に処分する。
2　薬剤処理
　ベンレート水和剤 1,000倍

400～600ml/株：土壌灌注

　アフェットフロアブル
とベジセイバーの総使用
回数は合わせて3回以内。

防除時期及び防除法

は種後から２～３葉期
－５

1　同一系統薬剤の連用
　を避ける（野菜の灰色
　かび病、うどんこ病防
　除薬剤の系統分類の頁
　参照）。
2　トリフミン乳剤とパ
　ンチョＴＦ顆粒水和剤
　の総使用回数は合わせ
　て5回以内｡
3　フルピカフロアブ
　ル、ショウチョノスケ
　フロアブルの総使用回
　数は合わせて4回以内｡

　同一系統薬剤の連用を
避ける（野菜の灰色かび
病、うどんこ病防除薬剤
の系統分類の頁参照）。

  リゾレックス水和剤は
リゾクトニア菌適用。

は種時－１

1　アミスター20フロアブ
　ル、ストロビーフロア
　ブルは浸透性展着剤と
　の混用を避ける。
2　ベルクート水和剤、ベ
　ルクートフロアブルの
　総使用回数は合わせて3
　回以内。

1　耐病性台木を用いる。

　発病株は早期に抜き取り適切に処分する。

定植後～収穫14日前
－３

1　耐病性台木を用いる。

転
載
不
可



なす

病害虫名 使用時期-本剤の使用回数 注意事項防除時期及び防除法

疫病 ○植付前
　土壌消毒（土壌消毒の頁参照）
○生育期
1　ほ場が多湿にならないように注意する。
2　り病株、茎葉は早めに除去し、ほ場外に
　出す。

褐色腐敗病 ○植付前
1　排水対策を行う。
2　ナス科作物の連作は避ける。
○生育期
　ホライズンドライフロアブル 2,500倍 前－３
　ランマンフロアブル 2,000倍 前－４
　フォリオゴールド 1,000倍 前－３
　プロポーズ顆粒水和剤 1,000倍 前－４
  ライメイフロアブル 4,000倍 前－３
　レーバスフロアブル 2,000倍 前－３
　ドーシャスフロアブル 1,000倍 前－４

菌核病 ○生育期
　トップジンＭ水和剤 2,000倍 前－５
　ベンレート水和剤 2,000倍 前－３
　アフェットフロアブル 2,000倍 前－３
　シグナムＷＤＧ 1,500倍 前－３

アブラムシ類 ○植付前
 ･ﾜﾀｱﾌﾞﾗﾑｼ 　反射マルチ等で忌避を図る。
 ･ﾓﾓｱｶｱﾌﾞﾗﾑｼ ○育苗期～定植時
 ･ｼﾞｬｶﾞｲﾓﾋｹﾞﾅｶﾞ 　アドマイヤー1粒剤 1g/株

ｱﾌﾞﾗﾑｼ 育苗期後半:株元散布 育苗期後半－１
定植時：植穴または株元土壌混和 定植時－１

　モスピラン粒剤 0.5g/株

　ベストガード粒剤 1g/株
育苗期:株元処理 育苗期－１

定植時：植穴処理土壌混和 定植時－１
　アクタラ粒剤5 1g/株

育苗期後半:株元散布 育苗期後半－１
定植時：植穴処理 定植時－１

○発生初期
　モスピラン顆粒水溶剤 4,000倍 前－３
　アクタラ顆粒水溶剤 3,000倍 前－３
　バリアード顆粒水和剤 4,000倍 前－３
　ダントツ水溶剤 4,000倍 前－３
　アドマイヤーフロアブル 4,000倍 前－２
　ベストガード水溶剤 2,000倍 前－３
　チェス顆粒水和剤 5,000倍 前－３
　コルト顆粒水和剤 4,000倍 前－３
　ウララＤＦ 4,000倍 前－３
　トランスフォームフロアブル 2,000倍 前－２

チャノ ○発生初期
ホコリダニ 　パルミノ 2,000倍 前－３

　カネマイトフロアブル 1,000倍 前－１
　スターマイトフロアブル 2,000倍 前－１
　アファーム乳剤 2,000倍 前－２
　アニキ乳剤 2,000倍 前－３
　ダブルフェースフロアブル 2,000倍 前－１
　グレーシア乳剤 2,000倍 前－２
　サンクリスタル乳剤 600倍 前－－

植穴土壌混和
定植時－１

1　アドマイヤー1粒剤の
　育苗期後半または定植
　時の処理は、どちらか
　1回。
2　ベストガード粒剤の育
　苗期または定植時の処
　理は、どちらか1回。
3　アクタラ粒剤5の育苗
　期後半または定植時の
　処理は、どちらか1回。
4　アブラムシ類防除薬剤
　の系統分類の頁参照。

1　プロポーズ顆粒水和
　剤、フォリオゴール
　ド、ドーシャスフロア
　ブルの総使用回数は3
　剤合わせて4回以内。
2　ランマンフロアブル
　とドーシャスフロアブ
　ルの総使用回数は合わ
　せて4回以内。

　新芽や新葉に寄生が多
いので、新葉部に十分散
布する。

転
載
不
可



なす

病害虫名 使用時期-本剤の使用回数 注意事項防除時期及び防除法

ハダニ類 ○発生初期
　･ﾅﾐﾊﾀﾞﾆ 　コロマイト乳剤 1,500倍 前－２
　･ｶﾝｻﾞﾜﾊﾀﾞﾆ 　カネマイトフロアブル 1,500倍 前－１

　マイトコーネフロアブル 1,000倍 前－１
　スターマイトフロアブル 2,000倍 前－１
　アファーム乳剤 2,000倍 前－２
　アグリメック 1,000倍 前－３
　ダブルフェースフロアブル 2,000倍 前－１
　グレーシア乳剤 2,000倍 前－２
　ダニオーテフロアブル 2,000倍 前－２
　モベントフロアブル 2,000倍 前－３
　粘着くん液剤 100倍 前－－
　アカリタッチ乳剤 3,000倍 前－－

コナジラミ類 ○育苗期後半～定植時
 ･ﾀﾊﾞｺｺﾅｼﾞﾗﾐ 　ベストガード粒剤 1g/株
 ･ｵﾝｼﾂｺﾅｼﾞﾗﾐ 育苗期:株元処理 育苗期－１

定植時：植穴処理土壌混和 定植時－１
　スタークル粒剤
　アルバリン粒剤

植穴土壌混和
○発生初期
　スタークル顆粒水溶剤
　アルバリン顆粒水溶剤
　ベストガード水溶剤 2,000倍 前－３
　チェス顆粒水和剤 5,000倍 前－３
　コルト顆粒水和剤 4,000倍 前－３
　アニキ乳剤 2,000倍 前－３
　ディアナＳＣ 2,500倍 前－２
　ウララＤＦ 2,000倍 前－３

ハスモンヨトウ ○発生初期
　アファーム乳剤 2,000倍 前－２
　アニキ乳剤 2,000倍 前－３
　トルネードエースＤＦ 2,000倍 前－２
　アクセルフロアブル 2,000倍 前－３
　プレオフロアブル 1,000倍 前－４
　フェニックス顆粒水和剤 4,000倍 前－３
　プレバソンフロアブル5 2,000倍 前－２
　ヨーバルフロアブル 5,000倍 前－３
　グレーシア乳剤 2,000倍 前－２
　 ゼンターリ顆粒水和剤 1,000倍 発生初期(収穫前日)－－

　デルフィン顆粒水和剤 1,000倍 発生初期(収穫前日)－－

オオタバコガ ○発生初期
　アファーム乳剤 2,000倍 前－２
　アニキ乳剤 2,000倍 前－３
　スピノエース顆粒水和剤 5,000倍 前－２
　フェニックス顆粒水和剤 4,000倍 前－３
　プレバソンフロアブル5 2,000倍 前－２
　ヨーバルフロアブル 5,000倍 前－３
　プレオフロアブル 1,000倍 前－４
　トルネードエースＤＦ 2,000倍 前－２
　マッチ乳剤 2,000倍 前－４
　エスマルクＤＦ 1,000倍 発生初期(収穫前日)－－

　デルフィン顆粒水和剤 1,000倍 発生初期(収穫前日)－－

アズキノメイガ ○発生初期
(フキノメイガ) 1　被害葉や被害茎を切り取り､処分する。 　

2　ほ場周辺の除草に努める。
3　薬剤散布
　フェニックス顆粒水和剤 4,000倍 前－３

1g/株

前－２

定植時－１

　ベストガード粒剤の育
苗期または定植時の処理
は、どちらか1回。

　老齢幼虫には、薬剤の
効果が劣るので、若齢幼
虫の防除を徹底する。

　薬剤抵抗性の発達を防
ぐため、異なる系統の薬
剤をローテーション散布
する(ハダニ類防除薬剤の
系統分類の頁、ハダニ類
を対象とする殺ダニ剤の
系統と特性の頁参照）。

3,000倍

転
載
不
可

転
載
不
可



なす

病害虫名 使用時期-本剤の使用回数 注意事項防除時期及び防除法

カメムシ類 ○発生初期
　スタークル顆粒水溶剤
　アルバリン顆粒水溶剤
　ダントツ水溶剤 4,000倍 前－３

カスミ ○発生初期
カメムシ類 　コルト顆粒水和剤 4,000倍 前－３

アザミウマ類 ○育苗期、定植時
･ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 1　反射マルチ等で忌避を図る。
･ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 2　薬剤処理
･ﾋﾗｽﾞﾊﾅｱｻﾞﾐｳﾏ 　アドマイヤー1粒剤 1g/株

植穴または株元土壌混和
　スタークル粒剤
　アルバリン粒剤

植穴土壌混和
○発生初期
　スピノエース顆粒水和剤 5,000倍 前－２
　ディアナＳＣ 5,000倍 前－２
　アファーム乳剤 2,000倍 前－２
　アグリメック 1,000倍 前－３
　ファインセーブフロアブル 2,000倍 前－３
　プレオフロアブル 1,000倍 前－４
　スタークル顆粒水溶剤
　アルバリン顆粒水溶剤
　モスピラン顆粒水溶剤 4,000倍 前－３
　アドマイヤーフロアブル 4,000倍 前－２
　ダブルシューターＳＥ 1,000倍 前－２

ミナミキイロ ○定植時
アザミウマ 　モスピラン粒剤 1g/株

植穴土壌混和
　ベストガード粒剤 1g/株

植穴処理土壌混和
○発生初期
　コテツフロアブル 2,000倍 前－４
　ベストガード水溶剤 2,000倍 前－３
　アクタラ顆粒水溶剤 2,000倍 前－３
　ダントツ水溶剤 4,000倍 前－３

ミカンキイロ ○発生初期
アザミウマ 　アーデント水和剤 1,000倍 前－４

　コテツフロアブル 2,000倍 前－４
　ウララＤＦ 2,000倍 前－３

ハモグリバエ類 ○定植時
･ﾏﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 　スタークル粒剤 1g/株
･ﾅｽﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 　アルバリン粒剤 植穴土壌混和

　ダントツ粒剤 1g/株
植穴処理土壌混和

○発生初期
　アファーム乳剤 2,000倍 前－２
　アクタラ顆粒水溶剤 2,000倍 前－３

ネコブ ○定植前
センチュウ

2　薬剤処理
　ネマトリンエース粒剤 15kg/10a

全面土壌混和

　ダントツ粒剤、アクタ
ラ顆粒水溶剤はマメハモ
グリバエ適用。

1　土壌消毒（土壌消毒の頁参照）

　スピノエース顆粒水和
剤とダブルシューターＳ
Ｅの総使用回数は合わせ
て2回以内。

1g/株

2,000倍 前－２

定植時－１

2,000倍 前－２

定植前－１

定植時－１

定植時－１

定植時－１

定植時－１

定植時－１



苗
立
枯
病

疫
病

灰
色
か
び
病

う
ど
ん
こ
病

炭
疽
病

斑
点
細
菌
病

アフェットフロアブル 7 ペンチオピラド 3 3 ○ ○

カンタスドライフロアブル 7 ボスカリド 3 3 ○

ランマンフロアブル 21 シアゾファミド 4 4 ○

24 カスガマイシン 5

M1 塩基性塩化銅 -

セイビアーフロアブル20 12 フルジオキソニル 3 3 ○ ○

トリフミン水和剤 3 トリフミゾール 5 5 ○

レーバスフロアブル 40 マンジブロパミド 2 s ○

ハーモメイト水溶剤 NC 炭酸水素ナトリウム - - ○
※a

○
※a

Ｚボルドー M1 塩基性硫酸銅 - - ○
※b

1(は種前) ○

2
(は種後から
2～3葉期)

○

ダコニール1000 M5 ＴＰＮ 3 3 ○ ○

ボトキラー水和剤 BM2 バチルス ズブチリス - - ○
※a

○
※a

インプレッションクリア BM2
バチルス
アミロリクエファシエンス - - ○

※a
○
※a

※1 種子粉衣は1回以内　

※a 野菜類登録　※b　野菜類（キャベツを除く）登録

○
カッパーシン水和剤
カスミンボルドー

オーソサイド水和剤80 M4 キャプタン 2※1

5 ○

ピ ー マ ン 病 害 防 除 農 薬 一 覧

農　薬　名

R
A
C
コ
ー

ド

有　効
成分名

本剤の
使  用
回　数

当該成分を
含む農薬の
総使用回数

適 用 病 害 名

転
載
不
可



ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

オ
オ
タ
バ
コ
ガ

ハ
ダ
ニ
類

カ
メ
ム
シ
類

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ

ウ

ネマキック粒剤 1B イミシアホス 1 2※1 ○

ネマトリンエース粒剤 1B ホスチアゼート 1 2※2 ○

アディオン乳剤 3A ペルメトリン 5 5 ○ ○

1(育苗期後半) ○

1(定植時) ○ ○

1(定植前日～当日) ○
1(定植時) ○

1(育苗期) ○

1(定植時) ○ ○
※a

ベストガード水溶剤 4A ニテンピラム 3 4※5 ○ ○
※a

1(育苗期) ○
1(定植時) ○ ○

2 ○

スタークル顆粒水溶剤
アルバリン顆粒水溶剤

4A ジノテフラン 2 3※6 ○ ○ ○

アドマイヤーフロアブル 4A イミダクロプリド 2 3※3
○
※b

モスピラン顆粒水溶剤 4A アセタミプリド 2 3※4 ○ ○

ダントツ水溶剤 4A クロチアニジン 2 3※7 ○ ○
※a

トランスフォームフロアブル 4C スルホキサフロル 2 2 ○

ディアナＳＣ 5 スピネトラム 2 2 ○ ○

スピノエース顆粒水和剤 5 スピノサド 2 2 ○ ○

アグリメック 6 アバメクチン 3 3 ○ ○

アファーム乳剤 6 エマメクチン安息香酸塩 2 2 ○

コロマイト乳剤 6 ミルベメクチン 2 2 ○

チェス顆粒水和剤 9B ピメトロジン 3 4※8 ○

エスマルクＤＦ 11A ＢＴ（生菌） － － ○
※c

デルフィン顆粒水和剤 11A ＢＴ（生菌） － － ○
※c

コテツフロアブル 13 クロルフェナビル 2 2 ○
※d

○ ○

カスケード乳剤 15 フルフェノクスロン 3 3 ○
※a

○

マッチ乳剤 15 ルフェヌロン 4 4 ○

カネマイトフロアブル 20B アセキノシル 1 1 ○

マイトコーネフロアブル 20D ビフェナゼート 1 1 ○

フェニックス顆粒水和剤 28 フルベンジアミド 2 2 ○

ウララＤＦ 29 フロニカミド 2 2 ○

ファインセーブフロアブル 34 フロメトキン 3 3 ○

サフオイル乳剤 － 調合油 － － ○
※e

○
※e

※1 定植前の土壌混和は1回以内、生育期の土壌潅注は1回以内
※2 定植前の土壌混和は1回以内、土壌灌注は1回以内
※3 育苗期の株元散布及び定植時の土壌混和は合計1回以内、散布は2回以内
※4 粒剤の定植時までの処理は1回以内、散布、くん煙及び定植後の株元散布は合計2回以内
※5 定植時までの処理は１回以内、定植後は3回以内
※6 育苗期の株元散布及び定植時の土壌混和は合計1回以内、散布及び定植後の株元散布は合計2回以内
※7 定植時までの処理は1回以内、散布及び定植後の株元散布は合計2回以内
※8 育苗期の株元散布は1回以内、散布は3回以内
※a ミナミキロアザミウマ適用　※b ピーマン（施設栽培）登録　※c 野菜類登録　
※d ミナミキイロアザミウマ、ミカンキイロアザミウマ適用　※e 野菜類（いちご、トマト、ミニトマトを除く）登録　

3※3イミダクロプリド4Aアドマイヤー1粒剤

モスピラン粒剤 4A アセタミプリド 3※4

ピ ー マ ン 害 虫 防 除 農 薬 一 覧

農　薬　名

R
A
C
コ
ー

ド

有　効
成分名

本剤の
使  用
回　数

当該成分を
含む農薬の
総使用回数

適 用 害 虫 名

スタークル粒剤
アルバリン粒剤

4A ジノテフラン 3※6

ベストガード粒剤 4A ニテンピラム 4※5

転
載
不
可



ピーマン

病害虫名 使用時期-本剤の使用回数 注意事項

苗立枯病 ○は種直後～生育初期
　オーソサイド水和剤80 800倍

2L/㎡灌注

疫病 ○生育期
1　排水対策を行い、多湿にならないように  
　する。
2　薬剤散布
　ランマンフロアブル 2,000倍 前－４
　レーバスフロアブル 2,000倍 前－２

灰色かび病 ○生育期
1　施設栽培では、施設内の換気を図り、  
　多湿にならないようにする。
2　薬剤散布
　カンタスドライフロアブル 1,500倍 前－３
  アフェットフロアブル 2,000倍 前－３
　ハーモメイト水溶剤 800倍 前－－
　ボトキラー水和剤 1,000倍 発病前～発病初期－－
　インプレッションクリア 2,000倍 発病前～発病初期－－

うどんこ病 ○発病初期
　ダコニール1000 1,000倍 前－３
　トリフミン水和剤 5,000倍 前－５
　ハーモメイト水溶剤 1,000倍 前－－
　ボトキラー水和剤 1,000倍 発病前～発病初期－－
　インプレッションクリア 2,000倍 発病前～発病初期－－

炭疽病 ○生育期
　ダコニール1000 1,000倍 前－３
　セイビアーフロアブル20 1,000倍 前－３

斑点細菌病 ○生育期
　Ｚボルドー 500倍 －－－
　カッパーシン水和剤
　カスミンボルドー

モザイク病 ○は種、植付前
 ･ＰＭＭｏＶ 1　ＰＭＭｏＶ耐病性品種を用いる。
 ･ＣＭＶ 2　苗床は防虫ネットを張り、アブラムシ類
 ･ＢＢＷＶ   の飛来を防ぐ。

○生育期
1　アブラムシ類の防除を徹底する。
2　発病株は早期に抜き取り､適切に処分す
  る。

黄化えそ病 ○は種前
(ＴＳＷＶ) 　ハウス内外の除草を徹底する。

○生育期
　アザミウマ類の防除を徹底する。

青枯病 ○植付前
1　連作を避ける。
2　滞水しないよう排水対策を行う。
3　抵抗性台木を使用する。
4　土壌消毒（土壌消毒の頁参照）
○生育期
　発病株は早期に抜き取り､適切に処分す
 る。

防除時期及び防除法

は種後から２～３葉期
－２

1,000倍 前－５

転
載
不
可



ピーマン

病害虫名 使用時期-本剤の使用回数 注意事項防除時期及び防除法

アブラムシ類 ○育苗期～定植時
 ･ﾜﾀｱﾌﾞﾗﾑｼ 　アドマイヤー1粒剤 1g/株
 ･ﾓﾓｱｶｱﾌﾞﾗﾑｼ 育苗期後半：株元散布 育苗期後半－1
 ･ｼﾞｬｶﾞｲﾓﾋｹﾞ 定植時：植穴または株元土壌混和 定植時－１

ﾅｶﾞｱﾌﾞﾗﾑｼ 　モスピラン粒剤 0.5g/株
定植前日～定植当日：株元散布 定植前日～定植当日－1

定植時：植穴土壌混和 定植時－１
　ベストガード粒剤 1g/株

育苗期:株元処理 育苗期－1
定植時：植穴処理土壌混和 定植時－１

　スタークル粒剤
　アルバリン粒剤

育苗期：株元散布 育苗期－1
定植時：植穴土壌混和 定植時－１

○発生初期
　アドマイヤーフロアブル 4,000倍 前－２
　モスピラン顆粒水溶剤 4,000倍 前－２
　ベストガード水溶剤 2,000倍 前－３
　ダントツ水溶剤 4,000倍 前－２
　チェス顆粒水和剤 5,000倍 前－３
　ウララＤＦ 4,000倍 前－２
　トランスフォームフロアブル 2,000倍 前－２

アザミウマ類 ○発生初期
 ･ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 　ベストガード水溶剤 2,000倍 前－３
 ･ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 　モスピラン顆粒水溶剤 4,000倍 前－２

　スピノエース顆粒水和剤 5,000倍 前－２
　ディアナＳＣ 5,000倍 前－２
　アグリメック 1,000倍 前－３
　コテツフロアブル 2,000倍 前－２
　カスケード乳剤 4,000倍 前－３
　ファインセーブフロアブル 2,000倍 前－３

オオタバコガ ○発生初期
　アファーム乳剤 2,000倍 前－２
　フェニックス顆粒水和剤 4,000倍 前－２
　ディアナＳＣ 5,000倍 前－２
　カスケード乳剤 2,000倍 前－３
　マッチ乳剤 2,000倍 前－４
　エスマルクＤＦ 1,000倍 発生初期(収穫前日)－－
　デルフィン顆粒水和剤 1,000倍 発生初期(収穫前日)－－

ハダニ類 ○発生初期
　･ﾅﾐﾊﾀﾞﾆ 　コロマイト乳剤 1,000倍 前－２
　･ｶﾝｻﾞﾜﾊﾀﾞﾆ 　カネマイトフロアブル 1,000倍 前－１

　マイトコーネフロアブル 1,000倍 前－１
　コテツフロアブル 　2,000倍 前－２
　サフオイル乳剤 　500倍 前－－

カメムシ類 ○発生初期
　スタークル顆粒水溶剤
　アルバリン顆粒水溶剤
　アディオン乳剤 　2,000倍 前－５

ネコブ ○は種または定植前
センチュウ 1　連作を避ける。

2　土壌消毒（土壌消毒の頁参照）
3　薬剤処理
　ネマキック粒剤 15kg/10a 定植前－１

全面土壌混和
　ネマトリンエース粒剤 15kg/10a 定植前－１

全面土壌混和

2,000倍 前－２

　ハダニ類防除薬剤の系
統分類の頁参照。

1g/株

1　ベストガード水溶
　剤、カスケード乳剤は
　ミナミキイロアザミウ
　マ適用。
2　コテツフロアブルは
　ミナミキイロアザミウ
　マ、ミカンキイロアザ
　ミウマ適用。

1　アドマイヤー1粒剤の
　育苗期後半または定植
　時の処理はどちらか
　1回。
2　モスピラン粒剤の定
　植前日～定植当日また
　は定植時の処理はどち
　らか1回。
3　ベストガード粒剤の
　育苗期または定植時の
　処理はどちらか1回。
4　スタークル粒剤及び
　アルバリン粒剤の育苗
　期または定植時の処理
　はどちらか1回。
5　アドマイヤーフロア
　ブルはピーマン（施設
　栽培）登録。
6　アブラムシ類防除薬
　剤の系統分類の頁参
　照。
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タチガレン液剤 32
ヒドロキシイソキサゾール
カリウム 3 3 ○

※a

ベンレー卜水和剤 1 ベノミル 3 4※1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 ジエトフェンカルブ 5

1 ベノミル 4※1

トップジンＭ水和剤 1 チオファネートメチル 5 6※2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

トップジンＭペースト 1 チオファネートメチル 5 6※2 ○

10 ジエトフェンカルブ 5

1 チオファネートメチル 6※2

エトフィンフロアブル 22 エタボキサム 4 4 ○

プロパティフロアブル 50 ピリオフェノン 3 3 ○

カンタスドライフロアブル 7 ボスカリド 3 3 ○ ○ ○

アフェットフロアブル 7 ペンチオピラド 3 3 ○ ○ ○

パレード20フロアブル 7 ピラジフルミド 3 3 ○ ○ ○ ○ ○

アミスター20フロアブル 11 アゾキシストロビン 4 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ストロビーフロアブル 11 クレソキシムメチル 3 3 ○ ○ ○ ○

27 シモキサニル 3

11 ファモキサドン 3

ファンタジスタ顆粒水和剤 11 ピリベンカルブ 3 3 ○ ○

ランマンフロアブル 21 シアゾファミド 4 4 ○

45 アメトクトラジン 3

40 ジメトモルフ 3

フルピカフロアブル 9 メパニピリム 4 4 ○ ○ ○

U13 フルチアニル 2

9 メパニピリム 4

セイビアーフロアブル20 12 フルジオキソニル 3 3 ○ ○ ○

ロブラール500アクア 2 イプロジオン 4 5※3 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

2(常温煙霧) ○

リゾレックス水和剤 14 トルクロホスメチル 1 1 ○
※b

49 オキサチアピプロリン 2

M3 マンゼブ 3

トリフミン乳剤 3 トリフルミゾール 5 5 ○

トリフミン水和剤 3 トリフルミゾール 5 5 ○ ○

※1　種子処理は1回以内、は種後は3回以内　※2　種子処理は1回以内、は種後は5回以内 

※3　種子粉衣は1回以内、は種後は4回以内

※a　フザリウム菌、ピシウム菌適用　※b　リゾクトニア菌適用

○ ○○ ○ニマイバー水和剤 3

○○
ショウチノスケ
　　　　　 フロアブル

2

 ゾーベックエニベル　　　　 　顆粒水和剤 2 ○

スミレックス水和剤 2 プロシミドン 6
(常温煙霧2回以内)

ザンプロＤＭフロアブル 3 ○

○

○○

ホライズンドライフロアブル 3

ゲッター水和剤 5 ○ ○
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27 シモキサニル 3

40
ベンチアバリカルブ
イソプロピル

3

40
ベンチアバリカルブ
イソプロピル

3

M5 ＴＰＮ 14※4

U6 シフルフェナミド 2

3 トリフルミゾール 5

ピシロックフロアブル U17 ピカルブトラゾクス 3 3 ○
※d

バリダシン液剤5 U18 バリダマイシン 1 1 ○
※b

ハーモメイト水溶剤 NC 炭酸水素ナトリウム － － ○
※c

○
※c

Ｚボルドー M1 塩基性硫酸銅 － － ○
※e

○
※e

24 カスガマイシン 5

M1 塩基性塩化銅 －

ペンコゼブ水和剤 ○ ○ ○ ○

ジマンダイセン水和剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ペンコゼブフロアブル ○ ○ ○

ジマンダイセンフロアブル ○ ○

M3 マンゼブ 3

4 メタラキシルＭ 4※1

1(は種前) ○

5(は種後
2～3葉期)

○

5 ○ ○ ○ ○

8 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2(は種時又は
活着後､定植
14日後まで)

○
※b

ベルクートフロアブル M7
イミノクタジンアル
ベシル酸塩

7 7 ○ ○ ○ ○ ○ ○

パルミノ M10 キノキサリン系 3 3 ○

ボトキラー水和剤 BM2 バチルス ズブチリス － － ○
※c

○
※c

インプレッションクリア BM2
バチルス
アミロリクエファシエンス － － ○

※c
○
※c

※1　種子処理は1回以内、は種後は3回以内

※4　土壌灌注は2回以内、散布、常温煙霧、くん煙、エアゾル剤噴射は合計12回以内

※b　リゾクトニア菌適用　※c　野菜類登録　※d　うり類登録　※e　野菜類（キャベツを除く）

○プロポーズ顆粒水和剤 3 ○ ○ ○

ベトファイター顆粒水和剤 3 ○

ダコニール1000 M5 ＴＰＮ 14※4

○

オーソサイド水和剤80 M4 キャプタン 5
(種子粉衣1回以内)

リドミルゴールドＭＺ 3

○○ ○

○

カッパーシン水和剤
カスミンボルドー

5

パンチョＴＦ顆粒水和剤 2

き ゅ う り 病 害 防 除 農 薬 一 覧 ②
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M3 マンゼブ 3 3

M3 マンゼブ 3 3
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アーデント水和剤 3A アクリナトリン 4 4 ○ ○ ○※a ○

モスピラン粒剤 4A アセタミプリド 1 5※1 ○

モスピラン顆粒水溶剤 4A アセタミプリド 3 5※1 ○ ○ ○

1(育苗期) ○ ○

1(定植時) ○ ○ ○

1 ○ ○

スタークル顆粒水溶剤
アルバリン顆粒水溶剤

4A ジノテフラン 2 4※2 ○ ○ ○

1(育苗期後半) ○

1(定植時) ○ ○ ○

アドマイヤーフロアブル 4A イミダクロプリド 3 4※3 ○※b ○※b

アクタラ顆粒水溶剤 4A チアメトキサム 3 4※4 ○ ○ ○
1(育苗期後半、

定植時)
○ ○ ○

3 ○

ダントツ水溶剤 4A クロチアニジン 3 4※5 ○ ○ ○

1(は種時) ○ ○ ○

1(育苗期) ○ ○

1(鉢上げ期) ○ ○ ○

1(定植時) ○ ○ ○

ベストガード水溶剤 4A ニテンピラム 3 4※6 ○ ○ ○
トランスフォームフロアブル 4C スルホキサフロル 2 2 ○ ○

スピノエース顆粒水和剤 5 スピノサド 2 2 ○

ディアナＳＣ 5 スピネトラム 2 2 ○ ○

アファーム乳剤 6 エマメクチン安息香酸塩 2 2 ○ ○

コロマイト乳剤 6 ミルベメクチン 2 2 ○ ○
アグリメック 6 アバメクチン 2 2 ○ ○ ○

コルト顆粒水和剤 9B ピリフルキナゾン 3 3 ○ ○

コテツフロアブル 13 クロルフェナピル 3 3 ○ ○ ○

カスケード乳剤 15 フルフェノクスロン 4 4 ○

アプロード水和剤 16 ブプロフェジン 3 3 ○※c

カネマイトフロアブル 20B アセキノシル 1 1 ○

マイトコーネフロアブル 20D ビフェナゼー卜 1 1 ○

ハチハチ乳剤 21A トルフェンピラド 2 2 ○ ○ ○

1(育苗期後半
～定植当日)

○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○

25B ピフルブミド 1

21A フェンピロキシメート 3

1(鉢上げ時) ○

1(育苗期後半
～定植時)

○ ○ ○ ○

ウララＤＦ 29 フロニカミド 3 3 ○ ○

グレーシア乳剤 30 フルキサメタミド 2 2 ○ ○ ○

プレオフロアブル UN ピリダリル 2 2 ○

サンクリスタル乳剤 - 脂肪酸グリセリド － － ○※d ○※d ○※d

粘着くん液剤 - ヒドロキシプロピルデンプン － － ○※e ○※e ○※e

サフオイル乳剤 - 調合油 － － ○※f ○※f ○※f

フーモン - ポリグリセリン脂肪酸エステル － － ○※e ○※e ○※e

※1　粒剤の定植時までの処理は1回以内、2％粒剤の定植後株元散布は1回以内、散布、くん煙、1％粒剤の株元散布は合計3回以内
※2　育苗期の株元散布、定植時の土壌混和は合計1回以内、定植後の株元散布は1回以内、散布は2回以内
※3　育苗期の株元散布及び定植時の土壌混和は合計1回以内、散及び常温煙霧は合計3回以内　　
※4　定植時までの処理は1回以内、散布は3回以内 
※5　育苗期の株元処理及び定植時の土壌混和は合計1回以内、散布、定植後株元散布は合計3回以内
※6　定植時までの処理は1回以内、定植後は3回以内　　※a　オンシツコナジラミ適用　　※b  きゅうり（施設栽培）登録
※c　オンシツコナジラミ幼虫適用　　※d　野菜類（なす、トマト、ミニトマト、しゅんぎくを除く）登録　  
※e　野菜類登録　　※f　野菜類（いちご、トマト、ミニトマトを除く）登録

○

プリロッソ粒剤オメガ 28 シアントラニリプロール 4※6

モベントフロアブル 23 スピロテトラマト 3
(灌注1回以内)

ダブルフェースフロアブル 1

ダントツ粒剤 4A クロチアニジン 4※5

ベストガード粒剤 4A ニテンピラム 4※6

スタークル粒剤
アルバリン粒剤

4A ジノテフラン 4※2

アドマイヤー1粒剤 4A イミダクロプリド 4※3
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ダイアジノン粒剤5 1B ダイアジノン 2(は種時又は
定植時)

2 ○

ネマキック粒剤 1B イミシアホス 1(定植前) 2※8 ○

ネマキック液剤 1B イミシアホス 1 2※8 ○

ネマトリンエース粒剤 1B ホスチアゼート 1(は種前又は
定植前)

1 ○

モスピラン顆粒水溶剤 4A アセタミプリド 3 5※1 ○ ○

1(育苗期) ○

1(定植時) ○

スタークル顆粒水溶剤
アルバリン顆粒水溶剤

4A ジノテフラン 2 4※2 ○

スピノエース顆粒水和剤 5 スピノサド 2 2 ○ ○

ディアナＳＣ 5 スピネトラム 2 2 ○ ○

アファーム乳剤 6 エマメクチン安息香酸塩 2 2 ○ ○ ○

コロマイト乳剤 6 ミルベメクチン 2 2 ○

デルフィン顆粒水和剤 11A ＢＴ（生菌） － － ○
※e

○
※e

○
※e

コテツフロアブル 13 クロルフェナピル 3 3 ○ ○

カスケード乳剤 15 フルフェノクスロン 4 4 ○ ○
※g

マトリックフロアブル 18 クロマフェノジド 3 3 ○

ハチハチ乳剤 21A トルフェンピラド 2 2 ○

1(育苗期後半～
定植当日)

○

3 ○ ○

フェニックス顆粒水和剤 28 フルベンジアミド 3 3 ○ ○

1（育苗期後半～
定植当日）

○

3 ○ ○ ○ ○

グレーシア乳剤 30 フルキサメタミド 2 2 ○ ○ ○

プレオフロアブル UN ピリダリル 2 2 ○ ○

※1　粒剤の定植時までの処理は1回以内、2％粒剤の定植後株元散布は1回以内、散布、くん煙、1％粒剤の株元散布は合計3回以内

※2　育苗期の株元散布、定植時の土壌混和は合計1回以内、定植後の株元散布は1回以内、散布は2回以内　

※4　定植時までの処理は1回以内、散布は3回以内　　※8　定植前の土壌混和は1回以内、生育期の土壌灌注は1回以内　

※9　潅注は1回以内、散布は3回以内　　※e　野菜類登録　※g　トマトハモグリバエ適用　

ヨーバルフロアブル 28 テトラニリプロール 4※9

スタークル粒剤
アルバリン粒剤

4A ジノテフラン 4※2

プレバソンフロアブル5 28 クロラントラニリプロール 4※4
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きゅうり

病害虫名 使用時期-本剤の使用回数 注意事項

苗立枯病 ○は種前
　土壌消毒（土壌消毒の頁参照）
○は種時～生育初期
1　多湿にならないよう灌水に注意する。
2　薬剤処理
　タチガレン液剤 1000倍 は種直後－３

3L/㎡土壌灌注
　リゾレックス水和剤 500倍 は種時－１

3L/㎡土壌灌注
　バリダシン液剤5 800倍 は種直後－１

3L/㎡灌注
　オーソサイド水和剤80 800倍 は種後から2～3葉期まで

2L/㎡灌注 －５
つる割病 ○は種前

1　土壌消毒（土壌消毒の頁参照)
2　資材消毒（資材消毒の頁参照）
○定植前
　カボチャ台木に接木する。

つる枯病 ○は種前
　資材消毒（資材消毒の頁参照）
○生育期
1　薬剤散布
　トップジンＭ水和剤 2,000倍 前－５
　ロブラール500アクア 1,500倍 前－４
　スミレックス水和剤 1,000倍 前－６
　オーソサイド水和剤80 800倍 前－５
　パレード20フロアブル 4,000倍 前－３
2　薬剤塗布
　トップジンＭペースト 原液 発病初期－５

べと病 ○生育期
1　施設栽培では、施設内の換気を図り、
　多湿にならないようにする。
2  予防散布を徹底し病葉は早期に摘み取る
3　薬剤散布
　Ｚボルドー 500倍 －－－
　ペンコゼブフロアブル 1,000倍 前－３
　ジマンダイセンフロアブル 800倍 前－３
　ゾーベックエンテクタＳＥ 4,000倍 前－２
　リドミルゴールドＭＺ 1,000倍 前－３
　アミスター20フロアブル 2,000倍 前－４
　ストロビーフロアブル 3,000倍 前－３
　ホライズンドライフロアブル  2,500倍 前－３
　ベトファイター顆粒水和剤 3,000倍 前－３
　ダコニール1000 1,000倍 前－12
　ランマンフロアブル 2,000倍 前－４
　プロポーズ顆粒水和剤 1,500倍 前－３
　エトフィンフロアブル 1,000倍 前－４
　ザンプロＤＭフロアブル 2,000倍 前－３
　ピシロックフロアブル 1,000倍 前－３

炭疽病 ○は種前
　資材消毒（資材消毒の頁参照）
○生育期
　ペンコゼブ水和剤
　ジマンダイセン水和剤
　オーソサイド水和剤80 800倍 前－５
　アミスター20フロアブル 2,000倍 前－４
　ダコニール1000 1,000倍 前－12
　ベルクートフロアブル 2,000倍 前－７
　ゲッター水和剤 1,500倍 前－５
　ニマイバー水和剤 1,000倍 前－３

1　ゲッター水和剤とニ
　マイバー水和剤の総
　使用回数は合わせて
　5回以内。
2　アミスター20フロア
　ブルは浸透性展着剤
　との混用を避ける。

600倍 前－３

防除時期及び防除法

1　タチガレン液剤はフ
　ザリウム菌、ピシウム
　菌適用。
2　リゾレックス水和剤､
　バリダシン液剤5は､リ
　ゾクトニア菌適用。

1　薬剤は茎の地際部ま
　で十分に散布する。
2　トップジンＭ水和剤
　とトップジンＭペース
　トの総使用回数は合わ
　せて5回以内。

3　発病株は早期に抜き取り適切に処分する｡

1 ペンコゼブフロアブルと
　ジマンダイセンフロアブ
　ルの総使用回数は合わ
　せて3回以内。
2　リドミルゴールドＭＺ、
　ペンコゼブフロアブル、
　ジマンダイセンフロアブ
　ルの総使用回数は3剤
　合わせて3回以内。
3　ダコニール1000とプロ
　ポーズ顆粒水和剤の総
　使用回数は合わせて12
　回以内。
4　ホライズンドライフロア
　ブルとベトファイター顆
　粒水和剤の総使用回数
　は合わせて3回以内。
5　プロポーズ顆粒水和剤
　とベトファイター顆粒水
　和剤の総使用回数は合
　わせて3回以内。
6　 アミスター20フロアブ
　ル、ストロビーフロアブ
　ルは浸透性展着剤との
　混用を避ける。

転
載
不
可



きゅうり

病害虫名 使用時期-本剤の使用回数 注意事項防除時期及び防除法

褐斑病 ○生育期
1　施設栽培では、施設内の換気を図り、
　多湿にならないようにする。
2  予防散布を徹底し病葉は早期に摘み取る｡
3　薬剤散布
　ペンコゼブフロアブル 500倍 前－３
　ジマンダイセンフロアブル 800倍 前－３
　セイビアーフロアブル20 1,000倍 前－３
　オーソサイド水和剤80 800倍 前－５
　ダコニール1000 1,000倍 前－12
　プロポーズ顆粒水和剤 1,000倍 前－３
　カンタスドライフロアブル 1,500倍 前－３
　ベルクートフロアブル 2,000倍 前－７

黒星病 ○は種前
　資材消毒（資材消毒の頁参照）
○生育期
　ダコニール1000 1,000倍 前－12
　トップジンＭ水和剤 2,000倍 前－５
　トリフミン水和剤 5,000倍 前－５
　プロポーズ顆粒水和剤 1,000倍 前－３

うどんこ病 ○は種前
　耐病性品種を用いる。
○生育期
　トリフミン乳剤 2,000倍 前－５
　トリフミン水和剤 5,000倍 前－５
　パンチョＴＦ顆粒水和剤 2,000倍 前－２
　フルピカフロアブル 3,000倍 前－４
　ベルクートフロアブル 2,000倍 前－７
　アミスター20フロアブル 2,000倍 前－４
　パルミノ 2,000倍 前－３
　アフェットフロアブル 2,000倍 前－３
　プロパティフロアブル 4,000倍 前－３
　ショウチノスケフロアブル 2,000倍 前－２
　パレード20フロアブル 4,000倍 前－３
　ハーモメイト水溶剤 1,000倍 前－－
　インプレッションクリア 2,000倍 発病前～発病初期－－
　ボトキラー水和剤 1,000倍 発病前～発病初期－－

灰色かび病 ○生育期
1　施設栽培では、施設内の換気を図り、
　多湿にならないようにする。
2　発病初期の花弁、茎葉は早期に除去し、
　ハウス、トンネル外に出す。
3　薬剤散布
　ゲッター水和剤 1,500倍 前－５
　フルピカフロアブル 3,000倍 前－４
　ベルクートフロアブル 2,000倍 前－７
　カンタスドライフロアブル 1,500倍 前－３
　アフェットフロアブル 2,000倍 前－３
　ファンタジスタ顆粒水和剤 3,000倍 前－３
　ロブラール500アクア 1,500倍 前－４
　スミレックス水和剤 2,000倍 前－６
　ミギワ10フロアブル 1,000倍 前－３
　ボトキラー水和剤 1,000倍 発病前～発病初期－－
　インプレッションクリア 2,000倍 発病前～発病初期－－
4　ダクト内投入
　ボトキラー水和剤 10g/10a/日 発病前～発病初期－－

　ダコニール1000とプロ
ポーズ顆粒水和剤の総使
用回数は合わせて12回以
内。

1　同一系統薬剤の連用
　を避ける（野菜の灰色
　かび病、うどんこ病防
　除薬剤の系統分類の頁
　参照）。
2　トリフミン乳剤、ト
  リフミン水和剤、パン
　チョＴＦ顆粒水和剤の
　総使用回数は3剤合わ
　せて5回以内｡
3　フルピカフロアブル
　とショウチノスケフロ
　アブルの総使用回数は
　合わせて4回以内｡
4　アミスター20フロア
　ブルは浸透性展着剤と
　の混用は避ける。

  同一系統薬剤の連用を
避ける（野菜の灰色かび
病、うどんこ病防除薬剤
の系統分類の頁参照）。

1 ペンコゼブフロアブル
　とジマンダイセンフロ
　アブルの総使用回数は
　合わせて3回以内。
2  ダコニール1000とプ
　ロポーズ顆粒水和剤の
　総使用回数は合わせて
　12回以内。
3　カンタスドライフロ
　アブル、ベルクートフ
　ロアブルは薬剤耐性が
　発達しやすいため散布
　回数に注意する。

転
載
不
可



きゅうり

病害虫名 使用時期-本剤の使用回数 注意事項防除時期及び防除法

菌核病 ○生育期
1　施設栽培では、施設内の換気を図り、
　多湿にならないようにする。
2　薬剤散布
　トップジンＭ水和剤 2,000倍 前－５
　ベンレート水和剤 3,000倍 前－３
  ベルクートフロアブル 2,000倍 前－７
　カンタスドライフロアブル 1,500倍 前－３
  ロブラール500アクア 1,500倍 前－４
  スミレックス水和剤 2,000倍 前－６

疫病 ○生育期
1　水田転換畑では高うねとする。
2　うね間灌水する場合は、株元まで灌水
　しないようにする。
3　薬剤散布
　ジマンダイセン水和剤 600倍 前－３

斑点細菌病 ○は種前
1　連作は避ける。
2　資材消毒（資材消毒の頁参照)
○生育期
　Ｚボルドー 500倍 －－－
　カッパーシン水和剤
　カスミンボルドー

モザイク病 ○は種前
 ･ＣＭＶ 1　耐病性品種を用いる。
 ･ＷＭＶ 2　ハウス出入口に防虫ネットを張る。
 ･ＺＹＭＶ ○定植時
・ＰＲＳＶ 　定植時にアブラムシ防除剤(粒剤)を施用

 する。
○生育期
1　アブラムシ類の防除を徹底する。
2　発病株は早期に抜き取り､適切に処理す
  る。

黄化病 ○生育期
　・ＢＰＹＶ 　オンシツコナジラミの防除を徹底する。

　
アブラムシ類 ○育苗期～定植時
 ･ﾜﾀｱﾌﾞﾗﾑｼ 　アドマイヤー1粒剤 1g/株
 ･ﾓﾓｱｶｱﾌﾞﾗﾑｼ 育苗期後半：株元散布 育苗期後半－1
 ･ｼﾞｬｶﾞｲﾓﾋｹﾞ 定植時：植穴または株元土壌混和 定植時－１

ﾅｶﾞｱﾌﾞﾗﾑｼ 　モスピラン粒剤 0.5g/株 定植時－１
株元散布

　ベストガード粒剤 1g/株
育苗期：株元処理 育苗期－1

定植時：植穴処理土壌混和 定植時－1
　スタークル粒剤
　アルバリン粒剤

育苗期：株元散布 育苗期－1
定植時：植穴土壌混和 定植時－1

○発生初期
　アドマイヤーフロアブル 4,000倍 前－３
　モスピラン顆粒水溶剤 4,000倍 前－３
　ベストガード水溶剤 2,000倍 前－３
　ダントツ水溶剤 4,000倍 前－３
　アクタラ顆粒水溶剤 3,000倍 前－３
　ハチハチ乳剤 2,000倍 前－２
　コルト顆粒水和剤 4,000倍 前－３
　チェス顆粒水和剤 5,000倍 前－３
　ウララＤＦ 4,000倍 前－３
　トランスフォームフロアブル 2,000倍 前－２
　粘着くん液剤 100倍 前－－
　サンクリスタル乳剤 300倍 前－－

　カンタスドライフロア
ブル、ベルクートフロア
ブルは薬剤耐性が発達し
やすいため散布回数に注
意する。

1,000倍

1g/株

  銅剤は薬害が発生しや
すいので、近接散布を避
け、散布間隔は7日以上
あける。

前－５

1　アドマイヤー1粒剤の
　育苗期後半または定植
　時の処理は、どちらか
　1回。
2　ベストガード粒剤の
　育苗期または定植時
　の処理は、どちらか
　1回。
3　スタークル粒剤及び
　アルバリン粒剤の育苗
　期または定植時の処理
　は、どちらか1回。
4　アドマイヤーフロア
　ブルはきゅうり（施設
　栽培）登録。
5　アブラムシ類防除薬
　剤の系統分類の頁参
　照。

転
載
不
可



きゅうり

病害虫名 使用時期-本剤の使用回数 注意事項防除時期及び防除法

ハダニ類 ○発生初期
 ･ﾅﾐﾊﾀﾞﾆ 　コロマイト乳剤 1,500倍 前－２
 ･ｶﾝｻﾞﾜﾊﾀﾞﾆ 　カネマイトフロアブル 1,500倍 前－１

　マイトコーネフロアブル 1,000倍 前－１
　コテツフロアブル 2,000倍 前－３
　ダブルフェースフロアブル 2,000倍 前－１
　ダニオーテフロアブル 2,000倍 前－２
　アグリメック 1,000倍 前－２
　グレーシア乳剤 2,000倍 前－２
　粘着くん液剤 100倍 前－－
　サフオイル乳剤 500倍 前－－
　フーモン 1,000倍 前－－

コナジラミ類 ○育苗期～定植時
 ･ﾀﾊﾞｺｺﾅｼﾞﾗﾐ 1　補虫リボン､誘引捕殺粘着シート(黄色)
 ･ｵﾝｼﾂｺﾅｼﾞﾗﾐ   を用いる。

2　薬剤処理
　ダントツ粒剤 1g/株

育苗期後半：株元処理 育苗期後半－1
定植時：植穴処理土壌混和 定植時－１

　ベストガード粒剤 1g/株
育苗期：株元処理 育苗期－１

定植時：植穴処理土壌混和 定植時－１
　スタークル粒剤 1g/株
　アルバリン粒剤 育苗期：株元散布 育苗期－１

定植時：植穴土壌混和 定植時－１
　プリロッソ粒剤オメガ 2g/株 育苗期後半～定植時

株元散布 －１
○発生初期
　モスピラン顆粒水溶剤 2,000倍 前－３
　ベストガード水溶剤 2,000倍 前－３
　ダントツ水溶剤 4,000倍 前－３
　スタークル顆粒水溶剤
  アルバリン顆粒水溶剤
　ハチハチ乳剤 2,000倍 前－２
　モベントフロアブル 2,000倍 前－３
　アプロード水和剤 2,000倍 前－３
　アグリメック 1,000倍 前－２
　アファーム乳剤 2,000倍 前－２
　サフオイル乳剤 300倍 前－－

アザミウマ類 ○定植時
 ･ﾐﾅﾐｷｲﾛ 1　施設栽培の場合は、侵入防止のため､

ｱｻﾞﾐｳﾏ   開口部に防虫ネットを張る。
 ･ﾐｶﾝｷｲﾛ 2　薬剤処理

ｱｻﾞﾐｳﾏ 　アドマイヤー1粒剤 1g/株 定植時－１
 ･ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 定植時：植穴または株元土壌混和

　スタークル粒剤 2g/株
　アルバリン粒剤 定植時：植穴土壌混和
　ベストガード粒剤 1g/株

定植時：植穴処理土壌混和
○発生初期
　スピノエース顆粒水和剤 5,000倍 前－２
　ディアナＳＣ 5,000倍 前－２
　アファーム乳剤 2,000倍 前－２
　アルバリン顆粒水溶剤
　スタークル顆粒水溶剤
　モスピラン顆粒水溶剤 4,000倍 前－３
　アドマイヤーフロアブル 4,000倍 前－３
　ハチハチ乳剤 2,000倍 前－２
　プレオフロアブル 1,000倍 前－２
　グレーシア乳剤 2,000倍 前－２

1　ダントツ粒剤の育苗
　期後半または定植時
　の処理は、どちらか
　1回。
2　ベストガード粒剤の
　育苗期または定植時
　の処理は、どちらか
　1回。
3　スタークル粒剤及び
　アルバリン粒剤の育苗
　期または定植時の処理
　は、どちらか1回。
4　アプロード水和剤は
　オンシツコナジラミ幼
　虫適用。
5　コナジラミ類防除薬
　剤の系統分類の頁参
　照。

2,000倍 前－２

　同一系統薬剤の連用を
避ける(ハダニ類防除薬
剤の系統分類の頁、ハダ
ニ類を対象とする殺ダニ
剤の系統と特性の頁参
照）。

　アドマイヤーフロアブ
ルはきゅうり（施設栽
培）登録。

定植時－１

定植時－１

3,000倍 前－２

転
載
不
可



きゅうり

病害虫名 使用時期-本剤の使用回数 注意事項防除時期及び防除法

ミナミキイロ ○育苗期～定植時
アザミウマ 　ダントツ粒剤

育苗期後半：株元処理　1g/株 育苗期後半－1
定植時：植穴処理土壌混和　2g/株 定植時－１

○発生初期
　ベストガード水溶剤 2,000倍 前－３
　ダントツ水溶剤 4,000倍 前－３
　コテツフロアブル 2,000倍 前－３
　カスケード乳剤 4,000倍 前－４

ミカンキイロ ○発生初期
アザミウマ 　アーデント水和剤 1,000倍 前－４

　アクタラ顆粒水溶剤 2,000倍 前－３
　コテツフロアブル 2,000倍 前－３

タネバエ ○は種前
　完熟堆肥を用いる。
 
○は種時または定植時
　ダイアジノン粒剤5 4kg/10a

ウリハムシ ○発生初期
　モスピラン顆粒水溶剤 4,000倍 前－３
　コテツフロアブル 2,000倍 前－３
　ヨーバルフロアブル 2,500倍 前－３

ハスモンヨトウ ○発生初期
　アファーム乳剤 2,000倍 前－２
　フェニックス顆粒水和剤 4,000倍 前－３
　ヨーバルフロアブル 5,000倍 前－３

ウリノメイガ ○発生初期
　カスケード乳剤 2,000倍 前－４
　アファーム乳剤 2,000倍 前－２
　ハチハチ乳剤 2,000倍 前－２
　スピノエース顆粒水和剤 5,000倍 前－２
　マトリックフロアブル 2,000倍 前－３
　フェニックス顆粒水和剤 4,000倍 前－３
　プレバソンフロアブル5 2,000倍 前－３

オオタバコガ ○発生初期
　デルフィン顆粒水和剤 1,000倍 発生初期(収穫前日)－－

ハモグリバエ類 ○育苗期～定植時
 ･ﾏﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 　スタークル粒剤 2g/株
 ･ﾄﾏﾄﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 　アルバリン粒剤 育苗期：株元散布 育苗期－１

定植時：植穴土壌混和 定植時－１
○発生初期
　カスケード乳剤 2,000倍 前－４
　アファーム乳剤 2,000倍 前－２
　プレオフロアブル 1,000倍 前－２
　コロマイト乳剤 1,000倍 前－２
　スピノエース顆粒水和剤 5,000倍 前－２

ネコブ ○は種または定植前
   センチュウ 1　連作を避ける。

2　土壌消毒（土壌消毒の頁参照）
3　薬剤処理
　ネマキック粒剤 15kg/10a 定植前－１

全面土壌混和
　ネマトリンエース粒剤 15kg/10a は種前又は定植前

全面土壌混和 －１
○生育期
　ネマキック液剤 4,000倍 生育期(収穫前日)

2L/㎡土壌灌注 －１

全面土壌混和
又は作条土壌混和

1　スタークル粒剤及び
　アルバリン粒剤の育苗
　期または定植時の処理
　は、どちらか1回。
2　カスケード乳剤はト
　マトハモグリバエ適
　用。

　未熟な有機物を用いる
と多発しやすいので注意
する。

は種時又は定植時
－２

　ダントツ粒剤の育苗期
後半または定植時の処理
は、どちらか1回。

転
載
不
可
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アフェットフロアブル 7 ペンチオピラド 3 3 ○

ストロビーフロアブル 11 クレソキシムメチル 3 3 ○ ○

ランマンフロアブル 21 シアゾファミド 3 3 ○ ○

ボトキラー水和剤 BM2 バチルス ズブチリス － － ○
※a

○
※a

1
(は種前)

○
※b

5 ○

3 トリフルミゾール 5
(種子粉衣1回以内)

U6 シフルフェナミド 2

40
ベンチアバリカルブ
イソプロピル

3

27 シモキサニル 3

オーソサイド水和剤80 M4 キャプタン 5 5
(種子粉衣1回以内)

○

ダコニール1000 M5 ＴＰＮ 3 3 ○ ○

ベルクート水和剤 M7
イミノクタジン
アルベシル酸塩

4 4 ○

モレスタン水和剤 M10 キノキサリン系 3 3 ○

1
(植付時)

○
※c

2(は種時、
植付時)

○

アドマイヤーフロアブル 4A イミダクロプリド 2 3※2 ○

モスピラン粒剤 4A アセタミプリド 1(は種時
又は定植時)

3※3 ○

モスピラン顆粒水溶剤 4A アセタミプリド 2 3※3 ○ ○ ○

※1　粒剤の生育期の処理は3回以内　※2　定植時の土壌混和は1回以内、散布は2回以内

※3　粒剤の定植時までの処理は1回以内、散布及び定植後の株元散布は合計2回以内 

※a　野菜類登録　※b フザリウム立枯病適用　※c　ウリハムシ幼虫適用

○

ダイアジノン粒剤3 1B ダイアジノン 4※1

ペンコゼブ水和剤
ジマンダイセン水和剤

M3 マンゼブ 2 2 ○

ベトファイター顆粒水和剤 3 ○

○

トリフミン水和剤 3 トリフルミゾール 5
(種子粉衣1回以内)

パンチョＴＦ顆粒水和剤 2

か ぼ ち ゃ 病 害 虫 防 除 農 薬 一 覧

農　薬　名

R
A
C
コ
ー

ド

有  効
成分名

本剤の
使  用
回　数

当該成分を
含む農薬の
総使用回数

適 用 病 害 虫 名

転
載
不
可



かぼちゃ

病害虫名 使用時期-本剤の使用回数 注意事項

べと病 ○生育期
　オーソサイド水和剤80 600倍 14－５
　ペンコゼブ水和剤 600倍 21－２
　ジマンダイセン水和剤 600倍 21－２
　ダコニール1000 1,000倍 ７－３
　ストロビーフロアブル 3,000倍 前－３
　ランマンフロアブル 2,000倍 前－３

うどんこ病 ○生育期
　トリフミン水和剤 5,000倍 前－５
　パンチョＴＦ顆粒水和剤 2,000倍 前－２
　モレスタン水和剤 4,000倍 ３－３
　ベルクート水和剤 2,000倍 ７－４
　ダコニール1000 1,000倍 ７－３
　ストロビーフロアブル 3,000倍 前－３
　アフェットフロアブル 2,000倍 前－３

灰色かび病 ○生育期
　ボトキラー水和剤 1,000倍 発病前～発病初期－－

疫病 ○生育期
　ペンコゼブ水和剤 600倍 21－２
　ジマンダイセン水和剤 600倍 21－２
　ベトファイター顆粒水和剤 2,000倍 ３－３

立枯病 ○は種前
　土壌消毒（土壌消毒の頁参照）

モザイク病 ○生育期
 ･ＴＭＶ 1　アブラムシ類の防除を徹底する。
 ･ＣＭＶ 2　発病株は早期に抜き取り、適切に処分
 ･ＺＹＭＶ 　する。

アブラムシ類 ○は種時または定植時
 ･ﾜﾀｱﾌﾞﾗﾑｼ 　モスピラン粒剤 1g/株
 ･ｼﾞｬｶﾞｲﾓﾋｹﾞ は種時：播溝土壌混和 は種時－１

ﾅｶﾞｱﾌﾞﾗﾑｼ 定植時：植穴土壌混和 定植時－1
 ･ﾓﾓｱｶｱﾌﾞﾗﾑｼ ○発生初期

　モスピラン顆粒水溶剤 4,000倍 前－２
　アドマイヤーフロアブル 4,000倍 前－２
　ウララＤＦ 4,000倍 ７－２

タネバエ ○は種前
　完熟堆肥を用いる。未熟な有機物を用い
 ると多発しやすいので注意する。
○は種時または植付時
　ダイアジノン粒剤3 5kg/10a は種時又は植付時

土壌混和 －２
カボチャミバエ ○は種前

　前年発生ほ場では、連作を避ける。
○開花前～幼果期
1　産卵痕(ヤニを出す)のある幼果を除去
　する。
2　薬剤散布
　モスピラン顆粒水溶剤 2,000倍 前－２

ウリハムシ ○植付時
　ダイアジノン粒剤3 6kg/10a 植付時－１

土壌混和
○発生初期
　モスピラン顆粒水溶剤 4,000倍 前－２

センチュウ類 ○は種前または定植前
 ･ｻﾂﾏｲﾓ 　土壌消毒（土壌消毒の頁参照）

ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 
 ･ｷﾀﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ

　ダイアジノン粒剤3はウ
リハムシ幼虫適用。

防除時期及び防除法

　ストロビーフロアブル
は浸透性展着剤との混用
を避ける。

1　モスピラン粒剤のは
　種時または定植時の処
　理はどちらか1回。
2　アブラムシ類防除薬剤
　の系統分類の頁参照。
3　アドマイヤーフロアブ
　ルの使用時期は「露地
　栽培については着果
　後」。

1　トリフミン水和剤と
  パンチョＴＦ顆粒水和
　剤の総使用回数は合わ
　せて5回以内。
2　ストロビーフロアブ
　ルは浸透性展着剤との
　混用を避ける。

転
載
不
可
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アフェットフロアブル 7 ペンチオピラド 3 3 ○

アミスター20フロアブル 11 アゾキシストロビン 4 4 ○

ストロビーフロアブル 11 クレソキシムメチル 3 3 ○

ランマンフロアブル 21 シアゾファミド 4 4 ○

U6 シフルフェナミド 2

3 トリフルミゾール 4

Ｚボルドー M1 塩基性硫酸銅 － － ○
※a

ダコニール1000 M5 ＴＰＮ 3 3 ○

ベルクート水和剤 M7
イミノクタジンアル
ベシル酸塩 7 7 ○

ネマトリンエース粒剤 1B ホスチアゼート 1 1 ○

アディオン乳剤 3A ペルメトリン 3 6※1 ○

1(定植時) ○ ○

1 ○

スタークル顆粒水溶剤
アルバリン顆粒水溶剤

4A ジノテフラン 2 4※2 ○

ベストガード粒剤 4A ニテンピラム 1(定植時) 1 ○

バリアード顆粒水和剤 4A チアクロプリド 3 3 ○

スピノエース顆粒水和剤 5 スピノサド 3 3 ○

アファーム乳剤 6 エマメクチン安息香酸塩 2 2 ○

チェス顆粒水和剤 9B ピメトロジン 2 3※3 ○

デルフィン顆粒水和剤 11A ＢＴ（生菌） － － ○
※b

モベントフロアブル 23 スピロテトラマト 3 3 ○ ○

プレバソンフロアブル5 28 クロラントラニリプロール 3 3 ○

サフオイル乳剤 － 調合油 － － ○
※c

○
※c

○
※c

※1　乳剤は3回以内、粒剤は3回以内

※2　定植時の土壌混和は1回以内、定植後の株元散布は1回以内、散布は2回以内

※3　定植時の株元散布は1回以内、散布は2回以内　　※a　野菜類（キャベツを除く）登録

※b　野菜類登録　　※c　野菜類（いちご、トマト、ミニトマトを除く）登録

ズ ッ キ ー ニ 病 害 虫 防 除 農 薬 一 覧

農　薬　名

R
A
C
コ
ー

ド

有　効
成分名

本剤の
使  用
回　数

当該成分を
含む農薬の
総使用回数

適 用 病 害 虫 名

スタークル粒剤
アルバリン粒剤

4A ジノテフラン 4※2

パンチョＴＦ顆粒水和剤 2 ○

転
載
不
可



ズッキーニ

病害虫名 使用時期-本剤の使用回数 注意事項

べと病 ○生育期
　ランマンフロアブル 1,000倍 前－４
　Ｚボルドー 500倍 －－－

うどんこ病 ○生育期
　ダコニール1000 1,000倍 前－３
　パンチョＴＦ顆粒水和剤 4,000倍 前－２
　ベルクート水和剤 2,000倍 前－７
　アミスター20フロアブル 2,000倍 前－４
　ストロビーフロアブル 3,000倍 前－３
　アフェットフロアブル 2,000倍 前－３

モザイク病 ○生育期
 ･ＣＭＶ 1　アブラムシ類の防除を徹底する。
 ･ＺＹＭＶ 2　発病株は早期に抜き取り処分する。
 ･ＷＭＶ

アブラムシ類 ○定植時
･ﾜﾀｱﾌﾞﾗﾑｼ 　スタークル粒剤 2g/株
･ｼﾞｬｶﾞｲﾓﾋｹﾞﾅｶﾞ 　アルバリン粒剤 植穴土壌混和
　　　ｱﾌﾞﾗﾑｼ ○発生初期
･ﾓﾓｱｶｱﾌﾞﾗﾑｼ 　スタークル顆粒水溶剤

  アルバリン顆粒水溶剤
　バリアード顆粒水和剤 4,000倍 前－３
　チェス顆粒水和剤 5,000倍 前－２
　アディオン乳剤 3,000倍 ７－３

アザミウマ類 ○定植時
･ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 　ベストガード粒剤 1g/株 定植時－１
･ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 植穴処理土壌混和
･ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ ○発生初期

　スピノエース顆粒水和剤 10,000倍 前－３

コナジラミ類 ○定植時
 ･ﾀﾊﾞｺｺﾅｼﾞﾗﾐ 　スタークル粒剤 2g/株
 ･ｵﾝｼﾂｺﾅｼﾞﾗﾐ 　アルバリン粒剤 植穴土壌混和

○発生初期
　モベントフロアブル 2,000倍 前－３
　サフオイル乳剤 300倍 前－－

オオタバコガ ○発生初期
　アファーム乳剤 2,000倍 ３－２
　デルフィン顆粒水和剤 1,000倍 発生初期(収穫前日)－－

ハモグリバエ類 ○発生初期
 ･ﾏﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 　プレバソンフロアブル5 1,000倍 前－３
 ･ﾄﾏﾄﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

ネコブ ○定植前
センチュウ 1　土壌消毒（土壌消毒の頁参照）

2　薬剤処理
　ネマトリンエース粒剤 20kg/10a 定植前－１

全面土壌混和

防除時期及び防除法

定植時－1

2,000倍 前－２

　アミスター20フロアブ
ル、ストロビーフロアブ
ルは浸透性展着剤との混
用を避ける。

定植時－1

転
載
不
可
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M3 マンゼブ 6

4 メタラキシルＭ 5※1

トップジンＭ水和剤 1 チオファネートメチル 3 4※2 ○ ○

3(育苗期) ○ ○

1(仮植前) ○ ○

1(本圃定植後
収穫30日前)

○ ○

1 チオファネートメチル 4※2

10 ジエトフェンカルブ 6

プロパティフロアブル 50 ピリオフェノン 3 3 ○

カンタスドライフロアブル 7 ボスカリド 3 3 ○

アフェットフロアブル 7 ペンチオピラド 3 3 ○ ○

3
(親株育成期)

○ ○ ○

(苗床)4 ○ ○ ○

(本圃)3 ○ ○ ○

ストロビーフロアブル 11 クレソキシムメチル 3 3 ○

ファンタジスタ顆粒水和剤 11 ピリベンカルブ 3 3 ○ ○

11 ピラクロストロビン 2

7 ボスカリド 3

2(育苗期) ○

2
(収穫30日前)

○

フルピカフロアブル 9 メパニピリム 3 3 ○ ○

フルピカくん煙剤 9 メパニピリム 3 3 ○ ○

U13 フルチアニル 2

9 メパニピリム 3

セイビアーフロアブル20 12 フルジオキソニル 3 3 ○ ○

ロブラール500アクア 2 イプロジオン 4 5※6 ○

スミレックス水和剤 2 プロシミドン 3 3 ○

※1　種子への処理は1回以内、育苗期は3回以内、定植時の土壌混和は1回以内

※2　種子への処理は1回以内、は種後は3回以内　

※3　種子粉衣は1回以内、苗根部浸漬は1回以内、育苗期の灌注は3回以内、本圃定植後の灌注は1回以内、

　　 散布は3回以内

※4　苗床では4回以内、本圃での土壌混和は１回以内、本圃での散布は3回以内　

※5　育苗期は2回以内、定植後は2回以内

※6　種子粉衣は1回以内、は種後は4回以内  

ショウチノスケフロアブル 2 ○ ○

○

い ち ご 病 害 防 除 農 薬 一 覧 ①

農　薬　名

R
A
C
コ
ー

ド

有　効
成分名

本剤の
使  用
回　数

当該成分を
含む農薬の
総使用回数

適 用 病 害 名

○

ベンレート水和剤 1 ベノミル 9※3

リドミルゴールドＭＺ 3
(育苗期)

○

アミスター20フロアブル 11 アゾキシストロビン 8※4

ゲッター水和剤 3(収穫開始
21日前)

ランマンフロアブル 21 シアゾファミド 4※5

シグナムＷＤＧ ○○2

転
載
不
可
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トリフミン水和剤 3 トリフルミゾール 5 5 ○ ○

サンリット水和剤 3 シメコナゾール 3 3 ○ ○

2
(親株育成期)

○

(苗床)2
(育苗期)

○

(本圃)2 ○

U6 シフルフェナミド 2

3 トリフルミゾール 5

ハーモメイト水溶剤 NC 炭酸水素ナトリウム － － ○
※a

○
※a

1(定植前) ○

6 ○ ○

イオウフロアブル M2 硫黄 － － ○

硫黄粒剤 M2 硫黄 － － ○

ペンコゼブ水和剤 M3 マンゼブ 6
(仮植栽培期)

6 ○

ジマンダイセン水和剤 M3 マンゼブ 6
(仮植栽培期)

6 ○ ○

チオノックフロアブル M3 チウラム 5
(育苗期)

7 ○

アントラコール顆粒水和剤 M3 プロピネブ 6
(仮植栽培期)

6 ○

オーソサイド水和剤80 M4 キャプタン 5 5 ○ ○ ○

5(育苗期) ○ ○

5 ○ ○ ○

デランフロアブル M9 ジチアノン 2 2 ○

モレスタン水和剤 M10 キノキサリン系 2 2 ○

ボトキラー水和剤 BM2 バチルス ズブチリス － － ○
※a

○
※a

サンクリスタル乳剤 - 脂肪酸グリセリド － － ○
※b

タフパール - タラロマイセスフラバス － － ○
※a

○

※7  苗床では2回以内、本圃では2回以内  ※8　定植前の苗浸漬は1回以内

※9　育苗期は5回以内、本圃では5回以内 　　※10  育苗期は5回以内、生育期は２回以内

 ※a　野菜類登録　　※b　野菜類（なす、トマト、ミニトマト、しゅんぎくを除く）登録

レーバスフロアブル 40 マンジプロパミド 4※7

い ち ご 病 害 防 除 農 薬 一 覧 ②

農　薬　名

R
A
C
コ
ー

ド

有　効
成分名

本剤の
使  用
回　数

当該成分を
含む農薬の
総使用回数

適 用 病 害 名

サンヨール M1 ＤＢＥＤＣ 6※8

ベルクートフロアブル M7
イミノクタジンアル
ベシル酸塩

10※9

パンチョＴＦ顆粒水和剤 2 ○

転
載
不
可
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ネマトリンエース粒剤 1B ホスチアゼート 1(定植前) 1 ○ ○

(仮植床)1
(植付時)

○

(本圃)1
(定植時)

○

マブリックジェット 3A フルバリネート 2 2 ○ ○

アーデント水和剤 3A アクリナトリン 4 4 ○ ○ ○

フォース粒剤 3A テフルトリン (仮植床)1
(植付時)

2※1 ○

1
(育苗期後半)

○

1(定植時) ○

1(定植時) ○ ○ ○

1 ○

モスピラン顆粒水溶剤 4A アセタミプリド 2 3※2 ○ ○ ○

ベストガード粒剤 4A ニテンピラム 1(定植時) 4※3 ○

ベストガード水溶剤 4A ニテンピラム 3 4※3 ○ ○

バリアード顆粒水和剤 4A チアクロプリド 3 3 ○ ○

スピノエース顆粒水和剤 5 スピノサド 2 2 ○

5 スピノサド 2

－ 脂肪酸グリセリド －

ディアナＳＣ 5 スピネトラム 2 2 ○ ○ ○

アファーム乳剤 6 エマメクチン安息香酸塩 2 2 ○ ○ ○

コロマイト水和剤 6 ミルベメクチン 2 2 ○

2
(親株育成期)

○

2(育苗期) ○

チェス顆粒水和剤 9B ピメトロジン 3 3 ○ ○

デルフィン顆粒水和剤 11A ＢＴ（生菌） － － ○
※a

○
※a

ゼンターリ顆粒水和剤 11A ＢＴ（生菌） － － ○
※a

○
※a

コテツフロアブル 13 クロルフェナピル 2 2 ○ ○ ○

マッチ乳剤 15 ルフェヌロン 4 4 ○ ○

カスケード乳剤 15 フルフェノクスロン 3 3 ○ ○

マトリックフロアブル 18 クロマフェノジド 3 3 ○

※1　仮植床は1回以内、本圃は1回以内

※2　粒剤株元散布及び土壌混和は合計1回以内、散布、くん煙は合計2回以内

※3　定植時土壌混和は1回以内、株元散布及び散布は合計3回以内　※a　野菜類登録　

ダブルシューターＳＥ 2 ○○○

い ち ご 害 虫 防 除 農 薬 一 覧  ①

農　薬　名

R
A
C
コ
ー

ド

有　効
成分名

本剤の
使  用
回　数

当該成分を
含む農薬の
総使用回数

適 用 害 虫 名

アグリメック 6 アバメクチン 2

ダイアジノン粒剤5 1B ダイアジノン 2

アドマイヤー1粒剤 4A イミダクロプリド 1

モスピラン粒剤 4A アセタミプリド 3※2

転
載
不
可



ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ハ
ダ
ニ
類

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

ミ
カ
ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ

オ
オ
タ
バ
コ
ガ

コ
ガ
ネ
ム
シ
類
幼
虫

ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ
ュ

ウ

カネマイトフロアブル 20B アセキノシル 1 1 ○

マイトコーネフロアブル 20D ビフェナゼート 2 2 ○

トルネードエースＤＦ 22A インドキサカルブ 2 2 ○ ○

1(育苗期後半
～定植当日)

○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

スターマイトフロアブル 25A シエノピラフェン 2 2 ○

ダニコングフロアブル 25B ピフルブミド 1 1 ○

フェニックス顆粒水和剤 28 フルベンジアミド 2 2 ○ ○

プレバソンフロアブル5 28 クロラントラニリプロール 2 2 ○

ベネビアＯＤ 28 シアントラニリプロール 3 4※5 ○ ○ ○ ○

ヨーバルフロアブル 28 テトラニリプロール 2 2 ○ ○ ○

ウララＤＦ 29 フロニカミド 2 2 ○ ○

グレーシア乳剤 30 フルキサメタミド 2 2 ○ ○ ○ ○

プレオフロアブル UN ピリダリル 4 4 ○ ○

ファインセーブフロアブル UN フロメトキン 3 3 ○

ダニオーテフロアブル UN アシノナピル 2 2 ○

サンクリスタル乳剤 - 脂肪酸グリセリド － － ○
※b

○
※b

○
※b

粘着くん液剤 -
ヒドロキシプロピル
デンプン

－ － ○
※a

○
※a

○
※a

－
(定植前、

10秒～1分間
苗浸漬)

○

－ ○ ○ ○

ムシラップ -
ソルビタン脂肪酸
エステル

－ － ○
※a

○
※a

○
※a

サフオイル乳剤 - 調合油 － － ○ ○ ○

フーモン -
ポリグリセリン
脂肪酸エステル

－ － ○
※a

○
※a

○
※a

スパイデックス＊ - チリカブリダニ － － ○
※a

スパイカルＥＸ - ミヤコカブリダニ － － ○
※a

アフィパール＊ - コレマンアブラバチ － － ○
※a

※4　灌注は1回以内　　※5　灌注は1回以内、散布は3回以内　

※a　野菜類登録　　※b　野菜類（なす、トマト、ミニトマト、しゅんぎくを除く）登録　

＊　施設栽培登録

い ち ご 害 虫 防 除 農 薬 一 覧 ②

農　薬　名

R
A
C
コ
ー

ド

有　効
成分名

本剤の
使  用
回　数

当該成分を
含む農薬の
総使用回数

適 用 害 虫 名

モベントフロアブル 23 スピロテトラマト 3※4

エコピタ液剤 - 還元澱粉糖化物 －転
載
不
可



いちご

病害虫名 使用時期-本剤の使用回数 注意事項

うどんこ病 ○育苗期
　イオウフロアブル 1,000倍 親株床初期－－
　ベルクートフロアブル 1,000倍 育苗期(定植前)－５
　アミスター20フロアブル 2,000倍 (苗床)前－４
○生育期
1　薬剤散布
　トリフミン水和剤 5,000倍 前－５
　パンチョＴＦ顆粒水和剤 2,000倍 前－２
　サンリット水和剤 4,000倍 前－３
　モレスタン水和剤 4,000倍 前－２
　ベルクートフロアブル 4,000倍 (生育期)前－５
　アミスター20フロアブル 2,000倍 (本圃)前－３
　ストロビーフロアブル 5,000倍 前－３
　フルピカフロアブル 3,000倍 前－３
　アフェットフロアブル 2,000倍 前－３
　ショウチノスケフロアブル 2,000倍 前－２
　プロパティフロアブル 4,000倍 前－３
　サンヨール 1,000倍 前－６
　イオウフロアブル 2,000倍 発病前～発病初期－－
　ハーモメイト水溶剤 1,000倍 前－－
　サンクリスタル乳剤 600倍 前－－
　タフパール 4,000倍 発病前～発病初期－－
2　くん煙剤(くん煙剤の頁参照)
　硫黄粒剤 6g/2000㎥ －－－
　フルピカくん煙剤 50g(1錠)/500㎥ 前－３

灰色かび病 ○生育期
1　多湿にならないよう灌水及び換気に注意
　する。
2　薬剤散布
　ロブラール500アクア 1,500倍 前－４
　スミレックス水和剤 2,000倍 前－３
　フルピカフロアブル 3,000倍 前－３
　セイビアーフロアブル20 1,500倍 前－３
　カンタスドライフロアブル 1,500倍 前－３
　アフェットフロアブル 2,000倍 前－３
　ファンタジスタ顆粒水和剤 3,000倍 前－３
3　ダクト内投入
　ボトキラー水和剤 10g/10a/日 発病前～発病初期－－

萎黄病 ○植付前
1　前作の栽培終了時に､植え付け株を除去
  する。
2　土壌消毒（土壌消毒の頁参照）
○育苗期
1　無病株からランナーを採る。
2　育苗圃は連作を避け、無病圃を選ぶ。
3　発病株は早期に抜き取り、適切に処分
　する。
4　薬剤処理
　ベンレート水和剤 500倍 育苗期－３ 　

　50ml/株　灌注
　トップジンＭ水和剤 500倍

3L/㎡灌注
○生育期
　ベンレート水和剤 500倍 　

100ml/株　灌注

防除時期及び防除法

　同一系統薬剤の連用を
避ける（野菜の灰色かび
病、うどんこ病防除薬剤
の系統分類の頁参照）。

仮植時及び仮植栽培期
－３

本圃定植後
(収穫30日前)－１

1　同一系統薬剤の連用を
　避ける（野菜の灰色か
　び病、うどんこ病防除
　薬剤の系統分類の頁参
　照）。
2　トリフミン水和剤、パ
  ンチョＴＦ顆粒水和
　剤の総使用回数は2剤
　合わせて5回以内｡
3　フルピカフロアブル、
　フルピカくん煙剤、
　ショウチノスケフロア
　ブルの総使用回数は3剤
　合わせて3回以内｡
4　モレスタン水和剤はミ
　ツバチに影響があるの
　で注意する。
5　アミスター20フロアブ
　ル、ストロビーフロア
　ブルは浸透性展着剤と
　の混用は避ける。
6　ストロビーフロアブル
　はダニ剤との混用は避
　ける。
7　硫黄粒剤は専用の電気
　加熱式くん煙器でくん
　煙する。

転
載
不
可



いちご

病害虫名 使用時期-本剤の使用回数 注意事項防除時期及び防除法

じゃのめ病 ○育苗期
　ジマンダイセン水和剤 600倍

○生育期
　トリフミン水和剤 3,000倍 前－５

芽枯病 ○発病初期
　オーソサイド水和剤80 800倍 14－５

炭疽病 ○育苗期
1　降雨は発病を助長するので､雨よけを行
  う。
2　無病株からランナーを採る。
3　育苗圃は連作を避け、無病圃を選ぶ。
4　発病株は早期に抜き取り、適切に処分
　する。
5　薬剤散布
　デランフロアブル 1,000倍 育苗期－２
　アントラコール顆粒水和剤 500倍 仮植栽培期－６
　ペンコゼブ水和剤 600倍
　ジマンダイセン水和剤 600倍
　チオノックフロアブル 500倍 育苗期－５
　オーソサイド水和剤80 800倍 14－５
　ベルクートフロアブル 1,000倍 育苗期(定植前)－５
　ゲッター水和剤 1,000倍 収穫開始21日前－３
　タフパール 4,000倍 育苗期～収穫前日－－
○植付前
　土壌消毒（土壌消毒の頁参照）
○生育期
　セイビアーフロアブル20 1,000倍 前－３
　ベルクートフロアブル 2,000倍 前(生育期)－５
　サンリット水和剤 2,000倍 前－３
　ファンタジスタ顆粒水和剤 2,000倍 前－３
　シグナムＷＤＧ 2,000倍 前－２
　チオノックフロアブル 500倍 生育期但し収穫開始

21日前まで－２
　タフパール 4,000倍 育苗期～収穫前日－－
○栽培終了後
　植え付け株を早期に抜き取り、適切に処分
 する。

疫病 ○育苗 時期
  リドミルゴールドＭＺ 1,000倍

50ml/株(200～400L/10a)
　ランマンフロアブル 1,000倍

50ml/株　株元灌注

○生育期
　ランマンフロアブル 1,000倍

100ml/株　株元灌注
　レーバスフロアブル 2,000倍 生育期(前日)－２

育苗期－２

　デランフロアブルは新
葉への薬害に注意する。

生育期(収穫30日前)
－２

育苗期－３

仮植栽培期
(収穫76日前)－６

　定植前薬剤散布を徹底
する。仮植栽培期

(収穫76日前)－６

転
載
不
可



いちご

病害虫名 使用時期-本剤の使用回数 注意事項防除時期及び防除法

アブラムシ類 ○定植前
･ﾜﾀｱﾌﾞﾗﾑｼ 　苗による持ち込みを防ぐため、育苗床で
･ﾁｭｰﾘｯﾌﾟﾋｹﾞﾅｶﾞ  の防除を徹底する。
              ｱﾌﾞﾗﾑｼ ○定植時
･ｲﾁｺﾞﾈｱﾌﾞﾗﾑｼ 　アドマイヤー1粒剤 0.5g/株

育苗期後半：株元散布 育苗期後半－１
定植時：植穴土壌混和 定植時－１

　モスピラン粒剤 0.5g/株 定植時－１
株元散布または植穴土壌混和

　ベストガード粒剤 1g/株 定植時－１
植穴処理土壌混和

○発生初期
1　薬剤散布
　モスピラン顆粒水溶剤 4,000倍 前－２
　ベストガード水溶剤 2,000倍 前－３
　バリアード顆粒水和剤 4,000倍 前－３
　チェス顆粒水和剤 5,000倍 前－３
　アーデント水和剤 1,000倍 前－４
　ウララＤＦ 4,000倍 前－２
　サンクリスタル乳剤 300倍 前－－
　粘着くん液剤 100倍 前－－
　ムシラップ 500倍 前－－
　エコピタ液剤 100倍 前－－
2　天敵による防除
　コレマンアブラバチ剤
　　アフィパール 1～2瓶/10a 発生初期－－

(約500～1,000頭/10a)

ハダニ類 ○発生初期
 ･ﾅﾐﾊﾀﾞﾆ 1　初期防除を徹底する。
 ･ｶﾝｻﾞﾜﾊﾀﾞﾆ 2　薬剤散布

　マイトコーネフロアブル 1,000倍 前－２
　コロマイト水和剤 2,000倍 前－２
　アファーム乳剤 2,000倍 前－２
　スターマイトフロアブル 2,000倍 前－２
　カネマイトフロアブル 1,500倍 前－１
　ダニコングフロアブル 3,000倍 前－１
　アグリメック 1,000倍 育苗期－２
　グレーシア乳剤 2,000倍 前－２
　ダニオーテフロアブル 2,000倍 前－２
　ダブルシューターＳＥ 1,000倍 前－２
　粘着くん液剤 100倍 前－－
　エコピタ液剤 100倍 前－－
　サフオイル乳剤 500倍 前－－
　ムシラップ 500倍 前－－
　サンクリスタル乳剤 600倍 前－－
　フーモン 1,000倍 前－－
3　くん煙剤（くん煙剤の頁参照）
　マブリックジェット 20g/400㎥ 前－２
4　天敵による防除
　ミヤコカブリダニ剤
　　スパイカルＥＸ 100～1,250ml/10a 発生初期－－

(約2,000～25,000頭)
　チリカブリダニ剤
   スパイデックス 100～300ml/10a 発生初期－－

(約2,000～6,000頭)

1　アドマイヤー1粒剤の
　育苗期後半または定植
　時の処理は、どちらか
　1回。
2　ミツバチを放飼して
　いる場合は、ミツバチ
　に対する農薬の影響

  の頁参照。

3　アブラムシ類防除薬
　剤の系統分類の頁参
　照。

1　薬剤抵抗性の発達を
　防ぐため、異なる系統
　の薬剤を輪番で散布す
　る。（ハダニ類防除薬
　剤の系統と分類の頁、
　ハダニ類を対象とする
　殺ダニ剤の系統と特性
　の頁参照）
2　カネマイトフロアブ
　ルは新葉の葉裏に褐変
　症状の薬害を生じるこ
　とがある。
3　ミヤコカブリダニ、
　チリカブリダニの順で
　スケジュール放飼によ
　る防除を行う。転

載
不
可



いちご

病害虫名 使用時期-本剤の使用回数 注意事項防除時期及び防除法

コナジラミ類 ○発生初期
 ･ｵﾝｼﾂｺﾅｼﾞﾗﾐ 　モスピラン顆粒水溶剤 2,000倍 前－２
 ･ﾀﾊﾞｺｺﾅｼﾞﾗﾐ 　バリアード顆粒水和剤 2,000倍 前－３

　チェス顆粒水和剤 5,000倍 前－３
　ウララＤＦ 2,000倍 前－２
　モベントフロアブル 2,000倍 前－３
　エコピタ液剤 200倍 前－－

アザミウマ類 ○発生初期
 ･ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 　モスピラン顆粒水溶剤 2,000倍 前－２
 ･ﾋﾗｽﾞﾊﾅｱｻﾞﾐｳﾏ 　スピノエース顆粒水和剤 5,000倍 前－２
 ･ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 　ディアナＳＣ 5,000倍 前－２

　ファインセーブフロアブル 2,000倍 前－３
　ベネビアＯＤ 2,000倍 前－３
　カスケード乳剤 4,000倍 前－３
　マッチ乳剤 2,000倍 前－４

ミカンキイロ ○発生初期
アザミウマ 　アーデント水和剤 1,000倍 前－４

　コテツフロアブル 2,000倍 前－２

ハスモンヨトウ ○発生初期
　アファーム乳剤 2,000倍 前－２
　フェニックス顆粒水和剤 4,000倍 前－２
　プレバソンフロアブル5 2,000倍 前－２
　ヨーバルフロアブル 5,000倍 前－２
　トルネードエースＤＦ 2,000倍 前－２
　マトリックフロアブル 2,000倍 前－３
　プレオフロアブル 1,000倍 前－４
　マッチ乳剤 3,000倍 前－４
   ゼンターリ顆粒水和剤 1,000倍発生初期(収穫前日)－－
　

オオタバコガ ○発生初期
　アファーム乳剤 2,000倍 前－２
　プレオフロアブル 1,000倍 前－４
　フェニックス顆粒水和剤 4,000倍 前－２
　

コガネムシ類 ○植付時（仮植床）
幼虫 　フォース粒剤 6kg/10a 植付時(仮植床)－１

全面土壌混和
○定植時
　ダイアジノン粒剤5 4kg/10a 定植時(本圃)－１

土壌混和

ネグサレ ○植付前
センチュウ 1　土壌消毒（土壌消毒の頁参照）

2　薬剤処理
　ネマトリンエース粒剤 20kg/10a 定植前－１

全面土壌混和

ナメクジ類 ○発生初期
　ナメクジ類登録農薬の頁参照

※ミツバチ及びマルハナバチに対する農薬の影響については、ミツバチ・マルハナバチに対する農薬の影響の頁、

　天敵等への農薬の影響の目安の頁参照

　コナジラミ類防除薬剤
の系統分類の頁参照。

転
載
不
可



す
そ
枯
病

菌
核
病

軟
腐
病

斑
点
細
菌
病

腐
敗
病

灰
色
か
び
病

スターナ水和剤 31 オキソリニック酸 2 2 ○ ○ ○

1
(灌注)

○

2 ○ ○ ○

ベンレー卜水和剤 1 ベノミル 4 5※2 ○ ○ ○

10 ジエトフェンカルブ 5

1 チオファネートメチル 4※1

3 ○ ○ ○

1※3 ○ ○

アミスター20フロアブル 11 アゾキシストロビン 4 4
(土壌灌注2回以内)

○ ○ ○

ロブラール水和剤 2 イプロジオン 3 4※4 ○ ○ ○

スミレックス水和剤 2 プロシミドン 5 5 ○ ○

バリダシン液剤5 U18 バリダマイシン 3 3 ○ ○ ○

Ｚボルドー M1 塩基性硫酸銅 － － ○
※a

○
※a

○

24 カスガマイシン 4

M1 塩基性塩化銅 －

ダコニール1000 M5 ＴＰＮ 3 5※5 ○ ○

バイオキーパー水和剤 －
非病原性エルビニア
カロトボーラ

－ － ○
※b

※1　種子処理は1回以内、灌注は1回以内、散布は2回以内　

※2　種子粉衣は1回以内、は種後は4回以内

※3　育苗期後半～定植当日　　　　　　　 

※4　種子粉衣は1回以内、は種後は3回以内　　　　　　　 

※5　土壌灌注は2回以内、散布は3回以内

※a　野菜類(キャベツを除く)登録　※b　野菜類（かぼちゃ、ズッキーニを除く）登録

レ タ ス 病 害 防 除 農 薬 一 覧

農　薬　名

R
A
C
コ
ー

ド

有　効
成分名

本剤の
使  用
回　数

当該成分を
含む農薬の
総使用回数

適 用 病 害 名

トップジンＭ水和剤 1 チオファネートメチル 4※1

○

パレード20フロアブル 7 ピラジフルミド 3
(灌注1回以内)

カッパーシン水和剤
カスミンボルドー

4 ○ ○

ゲッター水和剤 2 ○

転
載
不
可



ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ヨ
卜
ウ
ム
シ

ハ
ス
モ
ン
ヨ
卜
ウ

オ
オ
タ
バ
コ
ガ

ナ
モ
グ
リ
バ
エ

ネ
キ
リ
ム
シ
類

カルホス微粒剤Ｆ 1B イソキサチオン 2(は種時又は
植付時)

2 ○

ネキリエースＫ 1B イソキサチオン 2※1 2 ○

アディオン乳剤 3A ペルメトリン 5 5 ○ ○

フォース粒剤 3A テフルトリン 1(定植前) 1 ○

モスピラン顆粒水溶剤 4A アセタミプリド 3 4※2 ○ ○

ベストガード水溶剤 4A ニテンピラム 3 4※3 ○

2 ○

1(定植前日
～定植時)

○ ○ ○

アドマイヤー1粒剤 4A イミダクロプリド 1(育苗期後半) 3※5 ○

トランスフォームフロアブル 4C スルホキサフロル 3 3 ○

1(定植前)
○
※a

3 ○ ○

ディアナＳＣ 5 スピネトラム 2 2 ○ ○ ○
※a

アファーム乳剤 6 エマメクチン安息香酸塩 3 3 ○ ○ ○

アニキ乳剤 6 レピメクチン 3 3 ○ ○

ゼンターリ顆粒水和剤 11A ＢＴ（生菌） － － ○
※b

○
※b

デルフィン顆粒水和剤 11A ＢＴ（生菌） － － ○
※c

○
※c

フェニックス顆粒水和剤 28 フルベンジアミド 2 3※7 ○ ○ ○

1(育苗期後半
～定植当日)

○ ○ ○ ○
※a

○

3 ○ ○ ○ ○
※a

1(育苗期後半
～定植当日)

○ ○ ○ ○ ○
※a

3 ○ ○ ○ ○ ○
※a

ウララＤＦ 29 フロニカミド 2 2 ○

グレーシア乳剤 30 フルキサメタミド 2 2 ○ ○ ○ ○

プレオフロアブル UN ピリダリル 2 2 ○ ○ ○

※1　は種時又は定植時～生育初期　※2　粒剤の株元散布は1回以内、散布は3回以内
※3　定植時までの処理は1回以内、定植後は3回以内　※4　は種前の培土混和は1回以内、育苗期株元散布、
　　 定植時の土壌混和及び育苗トレイへの灌注は合計1回以内、散布は2回以内　
※5　定植時までの処理は1回以内､定植後の処理は2回以内　※6　定植前は1回以内、本圃では3回以内
※7　灌注は1回以内、散布及び無人航空機散布は合計2回以内
※8　定植時までの処理は1回以内、定植後の処理は3回以内
※9　灌注は1回以内、散布及び無人航空機散布は合計3回以内　※a　ハモグリバエ類適用
※b　野菜類（キャベツ、はくさいを除く）登録　　　※c　野菜類登録　

レ タ ス 害 虫 防 除 農 薬 一 覧

農　薬　名

R
A
C
コ
ー

ド

有　効
成分名

本剤の
使  用
回　数

当該成分を
含む農薬の
総使用回数

適 用 害 虫 名

スタークル顆粒水溶剤
アルバリン顆粒水溶剤

4A ジノテフラン 4※4

スピノエース顆粒水和剤 5 スピノサド 4※6

ヨーバルフロアブル 28 テトラニリプロール 4※9

プレバソンフロアブル5 28 クロラントラニリプール 4※8転
載
不
可



レタス

病害虫名 使用時期-本剤の使用回数 注意事項

すそ枯病 ○育苗期
　排水対策を行い、多湿にならないように
 する。
○生育期
　アミスター20フロアブル 2,000倍 ７－４
　ロブラール水和剤 1,000倍 14－３
　バリダシン液剤5 800倍 前－３
　ダコニール1000 1,000倍 14－３

菌核病 ○植付前
1　アブラナ科野菜の後作は避ける。
2　マルチ栽培を行う。
○育苗期
　パレード20フロアブル 100倍

○生育期
　ベンレート水和剤 3,000倍 14－４
　トップジンＭ水和剤 2,000倍 ７－２
　ゲッター水和剤 1,500倍 ７－２
　ロブラール水和剤 1,000倍 14－３
　スミレックス水和剤 2,000倍 ７－５
　アミスター20フロアブル 2,000倍 ７－４

軟腐病 ○結球開始直前～生育期
　Ｚボルドー 1,000倍 －－－
　バリダシン液剤5 800倍 前－３
　スターナ水和剤 2,000倍 ７－２
　バイオキーパー水和剤 2,000倍 発病前～発病初期－－

斑点細菌病 ○結球開始直前～生育期
　Ｚボルドー 500倍 －－－
　カッパーシン水和剤
　カスミンボルドー
　スターナ水和剤 2,000倍 ７－２

腐敗病 ○結球開始直前～生育期
　Ｚボルドー 800倍 －－－
　バリダシン液剤5 800倍 前－３
　カッパーシン水和剤
　カスミンボルドー
　スターナ水和剤 2,000倍 ７－２

灰色かび病 ○生育期
　ロブラール水和剤 1,500倍 14－３
　スミレックス水和剤 2,000倍 ７－５
　ゲッター水和剤 1,500倍 ７－２
　アミスター20フロアブル 2,000倍 ７－４

アブラムシ類 ○育苗期
･ﾓﾓｱｶｱﾌﾞﾗﾑｼ 　アドマイヤー1粒剤 0.5g/株 育苗期後半－１
･ｼﾞｬｶﾞｲﾓﾋｹﾞﾅｶﾞ 株元散布
             ｱﾌﾞﾗﾑｼ ○発生初期
･ﾁｭｰﾘｯﾌﾟﾋｹﾞﾅｶﾞ 　モスピラン顆粒水溶剤 4,000倍 前－３

            ｱﾌﾞﾗﾑｼ 　スタークル顆粒水溶剤
　アルバリン顆粒水溶剤
　ベストガード水溶剤 2,000倍 ３－３
　ウララＤＦ 2,000倍 前－２
　トランスフォームフロアブル 2,000倍 前－３

　アブラムシ類防除薬剤
の系統分類の頁参照。

3,000倍 ３－２

防除時期及び防除法

  アミスター20フロアブ
ルは浸透性展着剤との混
用を避ける。

1  ゲッター水和剤と
　トップジンＭ水和剤の
　総使用回数は合わせて
　2回以内。
2　アミスター20フロア
　ブルは浸透性展着剤と
　の混用を避ける。

育苗期後半～定植当日
－１ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ1箱またはﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ1冊

(約30×60㎝、使用土壌約1.5～4L)当り0.5L灌注

　Ｚボルドーはクレフノ
ン200倍を加用する。

　Ｚボルドーはクレフノ
ン200倍を加用する。

1,000倍 ７－４

　Ｚボルドーはクレフノ
ン200倍を加用する。

1,000倍 ７－４

　アミスター20フロアブ
ルは浸透性展着剤との混
用を避ける。

転
載
不
可



レタス

病害虫名 使用時期-本剤の使用回数 注意事項防除時期及び防除法

ヨトウムシ ○育苗期
100倍

○発生初期
　アディオン乳剤 3,000倍 ３－５
　スピノエース顆粒水和剤 5,000倍 ３－３
　フェニックス顆粒水和剤 4,000倍 前－２
　プレバソンフロアブル5 2,000倍 前－３
　グレーシア乳剤 3,000倍 ３－２

ハスモンヨトウ ○育苗期
　プレバソンフロアブル5 100倍

○発生初期
　アファーム乳剤 2,000倍 ３－３
　アニキ乳剤 2,000倍 ３－３
　フェニックス顆粒水和剤 4,000倍 前－２
　プレバソンフロアブル5 2,000倍 前－３
　プレオフロアブル 1,000倍 ７－２
　グレーシア乳剤 3,000倍 ３－２
   ゼンターリ顆粒水和剤 1,000倍 発生初期(収穫前日)－－

　デルフィン顆粒水和剤 1,000倍 発生初期(収穫前日)－－

オオタバコガ ○育苗期
　プレバソンフロアブル5 100倍

○発生初期
　アファーム乳剤 2,000倍 ３－３
　アニキ乳剤 2,000倍 ３－３
　スピノエース顆粒水和剤 5,000倍 ３－３
　ディアナＳＣ 5,000倍 前－２
　フェニックス顆粒水和剤 4,000倍 前－２
　プレバソンフロアブル5 2,000倍 前－３
　ヨーバルフロアブル 5,000倍 前－３
　グレーシア乳剤 3,000倍 ３－２
　プレオフロアブル 1,000倍 ７－２
　デルフィン顆粒水和剤 1,000倍 発生初期(収穫前日)－－

ナモグリバエ ○発生初期
　アファーム乳剤 2,000倍 ３－３
　プレバソンフロアブル5 2,000倍 前－３
　プレオフロアブル 1,000倍 ７－２

ネキリムシ類 〇は種時、定植時、生育初期
　カルホス微粒剤Ｆ 6kg/10a

土壌表面散布土壌混和処理
　フォース粒剤 9kg/10a 定植前－１

全面土壌混和
　ネキリエースＫ 3kg/10a

土壌表面株元処理

ナメクジ類 ○発生初期
  ナメクジ類登録農薬の頁参照
　

は種時又は植付時
－２

は種時又は定植時
～生育初期

(収穫21日前)－２

育苗期後半～定植当日
－１

　カルホス微粒剤Ｆとネ
キリエースＫの総使用回
数は合わせて2回以内。

0.5L/ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ1箱またはﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ1冊

(約30×60㎝、使用土壌約1.5～4L)灌注

育苗期後半～定植当日
－１0.5L/ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ1箱またはﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ1冊

(約30×60㎝、使用土壌約1.5～4L)灌注

　プレバソンフロアブル5 育苗期後半～定植当日
－１0.5L/ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ1箱またはﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ1冊

(約30×60㎝、使用土壌約1.5～4L)灌注

転
載
不
可
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病
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病
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腐
病

軟
腐
病

根
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シ
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ム
腐
敗
病

株
腐
病

スターナ水和剤 31 オキソリニック酸 3 3 ○

トップジンＭ水和剤 1 チオファネートメチル 2 3※1 ○ ○

ベンレー卜水和剤 1 ベノミル 6 7※2 ○

アフェットフロアブル 7 ペンチオピラド 3 3 ○ ○

カンタスドライフロアブル 7 ボスカリド 2 2 ○ ○

ネクスターフロアブル 7 イソピラザム 3 3 ○ ○

アミスター20フロアブル 11 アゾキシストロビン 4 4 ○ ○

11 ピラクロストロビン 2

7 ボスカリド 2

ライメイフロアブル 21 アミスルブロム 4 8※3 ○

4
(収穫3日前)

○ ○

1
(収穫14日前)

○

1
(定植前日～当日)

○

フロンサイド粉剤 29 フルアジナム 2(は種又は
定植前)※5

3※6 ○ ○

アグレプト水和剤 25
ストレプトマイシン
硫酸塩 2 2 ○

41 オキシテトラサイクリン 2

25
ストレプトマイシン
硫酸塩 2

セイビア一フロアブル20 12 フルジオキソニル 3 4※7 ○ ○

ロブラール水和剤 2 イプロジオン 4 5※8 ○ ○

スミレックス水和剤 2 プロシミドン 4 4 ○

リゾレックス水和剤 14 トルクロホスメチル 3 3 ○

オンリーワンフロアブル 3 テブコナゾール 3 3 ○

フェスティバル水和剤 40 ジメトモルフ 3 3 ○

オリゼメート粒剤 P2 プロベナゾール 1(定植時) 1 ○

※1　種子処理は1回以内、は種後は2回以内　※2　種子粉衣は1回以内、は種後は6回以内
※3　苗床での土壌混和は2回以内、灌注は1回以内、本圃での土壌混和は2回以内、散布は4回以内
※4  育苗期の灌注は1回以内、本圃での株元灌注は1回以内、散布は4回以内
※5　苗床では1回以内、本圃では1回以内
※6　苗床では1回以内、本圃での土壌混和は1回以内、土壌散布は1回以内
※7　種子への処理は1回以内、散布は3回以内  ※8　種子粉衣は1回以内、は種後は4回以内　

アグリマイシン－100 2 ○

○

ランマンフロアブル 21 シアゾファミド 6※4

シグナムＷＤＧ 2 ○ ○

適 用 病 害 名

キ ャ ベ ツ 病 害 防 除 農 薬 一 覧 ①

農　薬　名

R
A
C
コ
ー

ド

有　効
成分名

本剤の
使  用
回　数

当該成分を
含む農薬の
総使用回数

転
載
不
可
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病

軟
腐
病
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腐
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病

株
腐
病

2(定植前) ○

2(は種又は
定植前)

○

ピシロックフロアブル U17 ピカルブトラゾクス 3 3 ○ ○

バリダシン液剤5 U18 バリダマイシン 5 5 ○ ○ ○

Ｚボルドー M1 塩基性硫酸銅 － － ○ ○ ○

24 カスガマイシン 4

M1 塩基性塩化銅 －

クプロシールド M1 塩基性硫酸銅 － － ○
※a

○
※b

○
※a

4 メタラキシルＭ 4※9

M5 ＴＰＮ 3※10

ダコニール1000 M5 ＴＰＮ 2 3※10 ○

バイオキーパー水和剤 -
非病原性エルビニア
カロトボーラ － － ○

※c

※9　 種子処理は1回以内、は種後は3回以内　
※10　は種又は定植前の土壌混和は1回以内、散布、無人航空機及びｴｱｿﾞﾙ剤の噴射は合計2回以内
※a　 野菜類登録　  ※b　結球あぶらな科葉菜類登録
※c 　野菜類（かぼちゃ、ズッキーニを除く）登録

フォリオゴールド 2 ○ ○

○ ○

ネビジン粉剤 36 フルスルファミド 2

カッパーシン水和剤
カスミンボルドー

4

適 用 病 害 名

キ ャ ベ ツ 病 害 防 除 農 薬 一 覧 ②

農　薬　名

R
A
C
コ
ー

ド

有　効
成分名

本剤の
使  用
回　数

当該成分を
含む農薬の
総使用回数

ペンコゼブ水和剤
ジマンダイセン水和剤

M3 マンゼブ 3 3 ○

転
載
不
可



コ
ナ
ガ

ヨ
卜
ウ
ム
シ

オ
オ
タ
バ
コ
ガ
・
ウ
ワ
バ
類

ハ
イ
マ
ダ
ラ
ノ
メ
イ
ガ

ア
オ
ム
シ

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

ネ
キ
リ
ム
シ
類

デナポン5％ベイト 1A ＮＡＣ 3 3 ○

カルホス微粒剤Ｆ 1B イソキサチオン 1(は種時又は
植付時)

1 ○

ネキリエースＫ 1B イソキサチオン 1(は種時又は
定植時)

1 ○

ガードベイトＡ 3A ペルメトリン 5 5※1 ○

フォース粒剤 3A テフルトリン 1 1 ○

アドマイヤーフロアブル 4A イミダクロプリド 2 3※2 ○

1(定植前日～
定植当日)

○ ○ ○ ○

1(定植時) ○ ○ ○

モスピラン顆粒水溶剤 4A アセタミプリド 5 6※3 ○ ○ ○ ○

1(育苗期後半) ○

3 ○

1(育苗期) ○

1(定植時) ○ ○ ○ ○

1(は種時) ○ ○ ○
※a

1(地床育苗期) ○ ○
※a

1(育苗期後半) ○ ○ ○ ○ ○
※a

○

1(定植時) ○ ○ ○ ○

ダントツ水溶剤 4A クロチアニジン 2 3※6 ○ ○ ○ ○

トランスフォームフロアブル 4C スルホキサフロル 3 3 ○ ○
※a

フィールドマストフロアブル 4E ジクロロメゾチアズ 2 2 ○ ○
※b

○ ○

スピノエース顆粒水和剤 5 スピノサド 3 4※7 ○ ○ ○
※c

○ ○ ○

1(育苗期後半) ○

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

※1  株元灌注は2回以内　※2　定植時までの処理は1回以内、定植後の処理は2回以内

※3　粒剤の定植時までの処理は1回以内、散布及び定植後の株元散布は合計5回以内

※4　定植時までの処理は1回以内、定植後の散布は3回以内

※5　育苗期の株元散布､定植時の土壌混和及び灌注は合計1回以内､散布及び無人航空機散布は合計2回以内

※6　定植時までの処理は1回以内、定植後の散布は2回以内

※7　定植前は1回以内、本圃では3回以内　　

※a　ネギアザミウマ適用　※b　ウワバ類適用　※c　タマナギンウワバ適用

ディアナＳＣ 5 スピネトラム 3※6

スタークル粒剤
アルバリン粒剤

4A ジノテフラン 3※5

ダントツ粒剤 4A クロチアニジン 3※6

モスピラン粒剤 4A アセタミプリド 6※3

アクタラ顆粒水溶剤 4A チアメトキサム 4※4

適 用 害 虫 名

キ ャ ベ ツ 害 虫 防 除農 薬 一 覧 ①

農　薬　名

R
A
C
コ
ー

ド

有　効
成分名

本剤の
使  用
回　数

当該成分を
含む農薬の
総使用回数

転
載
不
可
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ウ
ム
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オ
オ
タ
バ
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ガ
・
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ワ
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類

ハ
イ
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ダ
ラ
ノ
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イ
ガ

ア
オ
ム
シ

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

ネ
キ
リ
ム
シ
類

アニキ乳剤 6 レピメクチン 3 3 ○ ○ ○ ○

アファーム乳剤 6 エマメクチン安息香酸塩 3 3 ○ ○ ○
※b

○ ○

コルト顆粒水和剤 9B ピリフルキナゾン 3 3 ○ ○
※a

ゼンターリ顆粒水和剤 11A ＢＴ（生菌） － － ○ ○ ○
※c

○ ○
※a

エスマルクＤＦ 11A ＢＴ（生菌） － － ○
※d

○
※d

○
※c､d

○ ○
※d

○
※a

エコマスターＢＴ 11A ＢＴ（生菌） － － ○
※d

○
※d

○
※c､d

○ ○
※d

○
※a

コテツフロアブル 13 クロルフェナピル 2 2 ○ ○ ○
※e

○ ○

パダンＳＧ水溶剤 14 カルタップ 4 4 ○ ○ ○ ○

リーフガード顆粒水和剤 14 チオシクラム 3 3 ○ ○ ○ ○ ○

マッチ乳剤 15 ルフェヌロン 3 3 ○ ○ ○ ○

カスケード乳剤 15 フルフェノクスロン 2 2 ○ ○ ○
※e

○ ○ ○

マトリックフロアブル 18 クロマフェノジド 4 4 ○

ハチハチ乳剤 21A トルフェンピラド 2 2 ○ ○ ○ ○ ○

アクセルフロアブル 22B メタフルミゾン 3 3 ○ ○ ○ ○ ○

トルネードエースＤＦ 22A インドキサカルブ 2 2 ○ ○ ○
※f

○ ○

フェニックス顆粒水和剤 28 フルベンジアミド 3 4※8 ○ ○ ○ ○ ○

1（育苗期後半
～定植当日）

○ ○ ○
※f

○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○ ○

ベネビアＯＤ 28
シアントラニ
リプロール

3 4※9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1（育苗期後半
～定植当日） ○ ○ ○ ○

1（育苗期後半
～定植時） ○ ○ ○ ○

1（育苗期） ○

1（育苗期後半
～定植当日）

○ ○ ○ ○ ○
※a

○

3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ウララＤＦ 29 フロニカミド 2 2 ○

グレーシア乳剤 30 フルキサメタミド 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

プロフレアＳＣ 30 ブロフラニリド 3 3 ○ ○ ○ ○ ○

プレオフロアブル UN ピリダリル 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
※a

ファインセーブフロアブル UN フロメトキン 2 2 ○ ○ ○

※4　定植時までの処理は1回以内、定植後の散布は3回以内

※8  灌注は1回以内、散布及び無人航空機散布は合計3回以内　

※9  定植時までの処理は1回以内、定植後の処理は3回以内

※a　ネギアザミウマ適用　※b　タマナギンウワバ適用　※c　オオタバコガ適用  

※d　野菜類登録  ※e　オオタバコガ、タマナギンウワバ適用　※f　ウワバ類適用

キ ャ ベ ツ 害 虫 防 除 農 薬 一 覧 ②

プレバソンフロアブル5 28
クロラントラニ
リプロール

4※9

農　薬　名

R
A
C
コ
ー

ド

有　効
成分名

本剤の
使  用
回　数

当該成分を
含む農薬の
総使用回数

ヨーバルフロアブル 28 テトラニリプロール 4※8

適 用 害 虫 名

プリロッソ粒剤オメガ 28
シアントラニ
リプロール

4※9転
載
不
可



キャベツ

病害虫名 使用時期-本剤の使用回数 注意事項

べと病 ○生育期
1　発病しやすい品種は防除を徹底する。
2　薬剤散布
　Ｚボルドー 500倍 －－－
  ペンコゼブ水和剤 600倍 30－３
　ジマンダイセン水和剤 600倍 30－３
　ダコニール1000 1,000倍 14－２
　フォリオゴールド 1,000倍 14－２

　 　ライメイフロアブル 3,000倍 ７－４
　ランマンフロアブル 2,000倍 ３－４
　シグナムＷＤＧ 2,000倍 ７－２
　ピシロックフロアブル 1,000倍 前－３
　フェスティバル水和剤 2,000倍 前－３

菌核病 ○植付前
　前年発病畑は、反転耕を行う。
○生育期
　ベンレート水和剤 2,000倍 ７－６
　トップジンＭ水和剤 1,500倍 ３－２
　ロブラール水和剤 1,000倍 ７－４
　スミレックス水和剤 3,000倍 14－４
　セイビアーフロアブル20 1,000倍 前－３
　アミスター20フロアブル 2,000倍 ７－４
　カンタスドライフロアブル 1,500倍 ７－２
　アフェットフロアブル 2,000倍 前－３
　オンリーワンフロアブル 2,000倍 前－３

黒腐病 ○は種前
　耐病性品種を用いる。
○定植時
　オリゼメート粒剤 6kg/10a 定植時－１

全面土壌混和または作条土壌混和
○生育期
1　予防散布を徹底する。
2　発病しやすい品種は防除を徹底する。
3　薬剤散布
　Ｚボルドー 1,000倍 －－－
　カッパーシン水和剤
　カスミンボルドー
　アグレプト水和剤 2,000倍 14－２
　アグリマイシン－100 2,000倍 14－２
　バリダシン液剤5 800倍 ７－５

軟腐病 ○は種前
　 耐病性品種を用いる。
○生育期
1　予防散布を徹底する。
2　発病しやすい品種は防除を徹底する。
3　薬剤散布
　Ｚボルドー 1,000倍 －－－
　クプロシールド 1,500倍 発病前～発病初期－－
　カッパーシン水和剤
　カスミンボルドー
　スターナ水和剤 1,000倍 ７－３
　バリダシン液剤5 800倍 ７－５
　バイオキーパー水和剤 2,000倍 発病前～発病初期－－

萎黄病 ○は種前または定植前
1　耐病性品種を用いる。
2　連作を避ける。
3　土壌消毒（土壌消毒の頁参照）

防除時期及び防除法

　ダコニール1000とフォ
リオゴールドの総使用回
数は合わせて2回以内。

　アミスター20フロアブ
ルは浸透性展着剤との混
用を避ける。

1,000倍 ７－４

1,000倍 ７－４

転
載
不
可



キャベツ

病害虫名 使用時期-本剤の使用回数 注意事項防除時期及び防除法

根こぶ病 ○は種または定植前
1　イネ科作物との輪作を行う。
2　土壌消毒（土壌消毒の頁参照）
3　薬剤処理
　フロンサイド粉剤 は種又は定植前－２

全面土壌混和：30kg/10a
作条土壌混和：15kg/10a

　ネビジン粉剤 20kg/10a は種又は定植前－２
全面土壌混和または作条土壌混和

ピシウム腐敗病 ○定植前
　連作を避ける。
○生育期
　フォリオゴールド 1,000倍 14－２
　ピシロックフロアブル 1,000倍 前－３

株腐病 ○生育期
　リゾレックス水和剤 1,000倍 ７－３
　バリダシン液剤5 800倍 ７－５
　アミスター20フロアブル 2,000倍 ７－４
　セイビアーフロアブル20 1,000倍 前－３
　カンタスドライフロアブル 1,500倍 ７－２
　アフェットフロアブル 2,000倍 前－３
　ネクスタ－フロアブル 1,000倍 ７－３

コナガ ○育苗期～定植時
　モスピラン粒剤

株元散布：0.5ｇ/株 定植前日～定植当日

植穴土壌混和：1g/株 定植時－１
　プレバソンフロアブル5 100倍 育苗期後半～

0.5L/ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ1箱またはﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ1冊

(約30×60㎝、使用土壌約1.5～4L)灌注
500倍

苗地床2L/㎡灌注
○発生初期
　アファーム乳剤 2,000倍 前－３
　アニキ乳剤 2,000倍 ３－３
　トルネードエースＤＦ 2,000倍 ７－２
　アクセルフロアブル 1,000倍 前－３
　スピノエース顆粒水和剤 5,000倍 ３－３
　ディアナＳＣ 5,000倍 前－２
　プレオフロアブル 1,000倍 ７－２
　パダンＳＧ水溶剤 1,500倍 14－４
　リーフガード顆粒水和剤 1,500倍 ７－３
　ベネビアＯＤ 4,000倍 前－３
　ヨーバルフロアブル 5,000倍 前－３
　マッチ乳剤 3,000倍 ７－３
　ブロフレアＳＣ 4,000倍 前－３
　フィールドマストフロアブル 4,000倍 前－２
　エスマルクＤＦ 2,000倍 発生初期(収穫前日)－－
　エコマスターＢＴ 2,000倍 発生初期(収穫前日)－－
　ゼンターリ顆粒水和剤 2,000倍 発生初期(収穫前日)－－

ヨトウムシ ○発生初期
　アファーム乳剤 2,000倍 前－３
　トルネードエースＤＦ 2,000倍 ７－２
　スピノエース顆粒水和剤 5,000倍 ３－３
　 プレオフロアブル 1,000倍 ７－２
　フェニックス顆粒水和剤 4,000倍 前－３
　マッチ乳剤 3,000倍 ７－３
　カスケード乳剤 4,000倍 ７－２
　ゼンターリ顆粒水和剤 2,000倍 発生初期(収穫前日)－－
　エスマルクＤＦ 1,000倍 発生初期(収穫前日)－－

(苗床では1回以内､
本圃では1回以内)

　アミスター20フロアブ
ルは浸透性展着剤との混
用を避ける。

1　コナガは薬剤抵抗性
　が発達しやすいので、
　系統の異なる薬剤を組
　み合わせて用いる（コ
　ナガ防除薬剤の系統分
　類の頁参照）。
2　水和剤は展着剤を加
　用する。

転
載
不
可



キャベツ

病害虫名 使用時期-本剤の使用回数 注意事項防除時期及び防除法

オオタバコガ ○発生初期
　ディアナＳＣ 5,000倍 前ー２

ウワバ類 　アニキ乳剤 2,000倍 ３－３
　フェニックス顆粒水和剤 4,000倍 前－３
　ベネビアＯＤ 4,000倍 前－３
　グレーシア乳剤 3,000倍 ７－２
　プレオフロアブル 1,000倍 ７－２
　エスマルクＤＦ 1,000倍 発生初期(収穫前日)－－

ハイマダラ ○育苗期～定植時
ノメイガ 　モスピラン粒剤 株元散布：0.5g/株

　プリロッソ粒剤オメガ 株元散布：1g/株

○発生初期
　マトリックフロアブル 2,000倍 ７－４
　カスケード乳剤 4,000倍 ７－２
　ハチハチ乳剤 2,000倍 14－２
　フェニックス顆粒水和剤 4,000倍 前－３

アオムシ ○発生初期
　フェニックス顆粒水和剤 4,000倍 前－３
　コテツフロアブル 2,000倍 前－２

アブラムシ類 ○育苗時～定植時
 ･ﾓﾓｱｶｱﾌﾞﾗﾑｼ 　モスピラン粒剤 株元散布：0.5g/株
 ･ﾆｾﾀﾞｲｺﾝ
      ｱﾌﾞﾗﾑｼ 株元散布または植穴土壌混和：1g/株 定植時－１
 ･ﾀﾞｲｺﾝｱﾌﾞﾗﾑｼ 　スタークル粒剤 2g/株

　アルバリン粒剤 定植時：植穴土壌混和 定植時－１
育苗期：株元散布 育苗期－１

○発生初期
　アドマイヤーフロアブル 4,000倍 ７－２
　モスピラン顆粒水溶剤 4,000倍 ７－５
　アクタラ顆粒水溶剤 3,000倍 ３－３
　ダントツ水溶剤 4,000倍 ３－２
　ハチハチ乳剤 2,000倍 14－２
　ウララＤＦ 3,000倍 前－２
　トランスフォームフロアブル 2,000倍 前－３

アザミウマ類 ○育苗期
 ･ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 　ダントツ粒剤 株元処理：0.5g/株 育苗期後半－１

○発生初期
　スピノエース顆粒水和剤 5,000倍 ３－３
　ディアナＳＣ 5,000倍 前－２
　ハチハチ乳剤 1,000倍 14－２
　モスピラン顆粒水溶剤 4,000倍 ７－５
　ファインセーブフロアブル 2,000倍 ３－２
　コルト顆粒水和剤 3,000倍 前－３

ネキリムシ類 ○は種時～生育期
　ネキリエースＫ 3kg/10a は種時又は定植時－１

土壌表面株元処理
　カルホス微粒剤Ｆ 6kg/10a は種時又は植付時－１

土壌表面散布土壌混和処理
　フォース粒剤 全面土壌混和：4kg/10a 定植時－１
　ガードベイトＡ 株元散布：3kg/10a 生育初期－５
　デナポン5％ベイト 株元散布：3kg/10a 14－３

ナメクジ類 ○発生初期
　ナメクジ類登録農薬の頁参照

定植前日～定植当日
－１

育苗期後半～定植時
－１

定植前日～定植当日
－１

1　モスピラン粒剤の定
 植前日～定植当日また
 は定植時の処理はどち
 らか1回。
2　スタークル粒剤及び
 アルバリン粒剤の定植
 時または育苗期の処理
 はどちらか1回。
3　アブラムシ類防除薬剤
 の系統分類の頁参照。

　ネキリエースＫとカル
ホス微粒剤Ｆの総使用回
数は合わせて1回以内。

　ダントツ粒剤とコルト
顆粒水和剤はネギアザミ
ウマ適用。

　エスマルクＤＦはオオ
タバコガ適用登録。

転
載
不
可



黒
腐
病

軟
腐
病

根
こ
ぶ
病

べ
と
病

黒
す
す
病

4 メタラキシルＭ 4※1

M5 ＴＰＮ 3※2

スターナ水和剤 31 オキソリニック酸 2 2 ○

アフェットフロアブル 7 ペンチオピラド 3 3 ○
※a

パレード20フロアブル 7 ピラジフルミド 3 3 ○
※a

アミスター20フロアブル 11 アゾキシストロビン 3 3 ○ ○

ファンタジスタ顆粒水和剤 11 ピリベンカルブ 3 3 ○
※a

ライメイフロアブル 21 アミスルブロム 4 7※3 ○

1(定植前日～当日) ○

1 ○

3 ○

フロンサイド粉剤 29 フルアジナム 1(は種又は定植前) 1 ○

ネビジン粉剤 36 フルスルファミド 1(は種又は定植前) 1 ○

ピシロックフロアブル U17 ピカルブトラゾクス 2 2 ○
※a

バリダシン液剤5 U18 バリダシン 3 3 ○ ○

Ｚボルドー M1 塩基性硫酸銅 － － ○
※b

○
※b

○
※b

24 カスガマイシン 4

M1 塩基性塩化銅 －

1(定植時) ○

2(出蕾前､
収穫21日前)

○

※1　種子への処理は1回以内、土壌混和は1回以内、散布は2回以内

※2　土壌灌注は1回以内、散布及び無人航空機散布は合計2回以内

※3　土壌混和は2回以内、灌注は1回以内、散布は4回以内　

※4  育苗期の灌注は1回以内、本圃での株元灌注は1回以内、散布は3回以内

※a　はなやさい類登録　※b　野菜類（キャベツを除く）登録

ダコニール1000 M5 ＴＰＮ 3※2

○

ランマンフロアブル 21 シアゾファミド 5※4

カッパーシン水和剤
カスミンボルドー

4

適 用 病 害 名

○

ブ ロ ッ コ リ ー 病 害 防 除 農 薬 一 覧

農　薬　名

R
A
C
コ
ー

ド

有　効
成分名

本剤の
使  用
回　数

当該成分を
含む農薬の
総使用回数

フォリオゴールド 2

転
載
不
可



ア
ブ
ラ
ム
シ
類

コ
ナ
ガ

ア
オ
ム
シ

ヨ
ト
ウ
ム
シ

オ
オ
タ
バ
コ
ガ

ウ
ワ
バ
類

ネ
キ
リ
ム
シ
類

1(定植時) ○

2(は種又は定植時) ○

ジェイエース粒剤 1B アセフェート 1(定植時) 1 ○

オルトラン粒剤 1B アセフェート 1(定植時) 1 ○ ○ ○

アディオン乳剤 3A ペルメトリン 5 5 ○ ○

ガードベイトＡ 3A ペルメトリン 5 5 ○

モスピラン粒剤 4A アセタミプリド 1 4※2 ○ ○ ○

モスピラン顆粒水溶剤 4A アセタミプリド 3 4※2 ○ ○ ○

スタークル粒剤
アルバリン粒剤

4A ジノテフラン 1 3※3 ○ ○

1(定植時) ○ ○

2 ○

アクタラ顆粒水溶剤 4A チアメトキサム 3 4※4 ○

スピノエース顆粒水和剤 5 スピノサド 3 4※5 ○ ○

ディアナＳＣ 5 スピネトラム 2 3※6 ○ ○ ○ ○ ○

アニキ乳剤 6 レピメクチン 3 3 ○ ○

アファーム乳剤 6 エマメクチン安息香酸塩 3 3 ○ ○ ○ ○

エスマルクＤＦ 11A ＢＴ（生菌） － － ○
※a

○
※a

○
※a

○
※a

コテツフロアブル 13 クロルフェナピル 2 2 ○ ○ ○

マトリックフロアブル 18 クロマフェノジド 3 3 ○

フェニックス顆粒水和剤 28 フルベンジアミド 2 3※7 ○ ○

1(育苗期後半～
定植当日)

○ ○

3 ○ ○

1(育苗期後半～
定植当日)

○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○ ○

1(育苗期後半～
定植当日)

○ ○ ○

1(育苗期後半～
定植時)

○ ○ ○

ウララＤＦ 29 フロニカミド 2 2 ○

グレーシア乳剤 30 フルキサメタミド 2 2 ○
※b

○
※b

○
※b

○
※b

○
※b

プレオフロアブル UN ピリダリル 2 2 ○

※1　粒剤の生育期の処理は1回以内

※2　粒剤の定植時までの処理は1回以内、散布及び定植後の株元散布は合計3回以内

※3　定植時の土壌混和及び灌注は合計1回以内、散布及び無人航空機散布は合計2回以内　

※4　定植時までの処理は1回以内、定植後の散布は3回以内  ※5　定植前は1回以内、本圃では3回以内　  

※6　定植時までの処理は1回以内、定植後の散布は2回以内

※7　灌注は1回以内、散布及び無人航空機散布は合計2回以内  　

※8　定植時までの処理は1回以内、定植後の処理は3回以内

※9　潅注は1回以内、散布及び無人航空機散布は合計3回以内　※a　野菜類登録　※b　はなやさい類登録

プレバソンフロアブル5 28
クロラントラニ
リプロール

4※8

2※1

スタークル顆粒水溶剤
アルバリン顆粒水溶剤

4A ジノテフラン 3※3

ダイアジノン粒剤5 1B ダイアジノン

ブ ロ ッ コ リ ー 害 虫 防 除 農 薬 一 覧

農　薬　名

R
A
C
コ
ー

ド

有　効
成分名

本剤の
使  用
回　数

当該成分を
含む農薬の
総使用回数

適 用 害 虫 名

プリロッソ粒剤オメガ 28 シアントラニリプロール 4※8

ヨーバルフロアブル 28 テトラニリプロール 4※9転
載
不
可



ブロッコリー

病害虫名 使用時期-本剤の使用回数 注意事項

黒腐病 ○は種前
　耐病性品種を用いる。
○生育期
1　予防散布を徹底する。
2　発病しやすい品種は防除を徹底する。
3　薬剤散布
　Ｚボルドー 500倍 －－－
　カッパーシン水和剤
　カスミンボルドー
　バリダシン液剤5 800倍 前－３

軟腐病 ○は種前
　耐病性品種を用いる。
○生育期
1　予防散布を徹底する。
2　発病しやすい品種は防除を徹底する。
3　薬剤散布
　Ｚボルドー 1,000倍 －－－
　スターナ水和剤 2,000倍 14－２

根こぶ病 ○は種または定植前
1　イネ科作物との輪作を行う。
2　土壌消毒（土壌消毒の頁参照）
3　薬剤処理
　フロンサイド粉剤 は種又は定植前－１

30kg/10a：全面土壌混和
15kg/10a：作条土壌混和

　ネビジン粉剤 20kg/10a は種又は定植前－１
作条土壌混和または全面土壌混和

べと病 ○生育期
　Ｚボルドー 500倍 －－－
　ダコニール1000 1,000倍 出蕾前(収穫21日前)－２

　フォリオゴールド 1,000倍 出蕾前(収穫21日前)－２

　 　ライメイフロアブル 3,000倍 ７－４
　ランマンフロアブル 2,000倍 ３－３
　ピシロックフロアブル 1,000倍 前－２

黒すす病 ○生育期（出蕾前）
　アミスター20フロアブル 2,000倍 前－３
　ファンタジスタ顆粒水和剤 3,000倍 ３－３
　アフェットフロアブル 2,000倍 前－３

　 　パレード20フロアブル 4,000倍 前－３

アブラムシ類 ○定植時
 ･ﾓﾓｱｶｱﾌﾞﾗﾑｼ 　モスピラン粒剤 0.5g/株
 ･ﾆｾﾀﾞｲｺﾝ 定植前日～定植当日：株元散布 定植前日～定植当日－1
     ｱﾌﾞﾗﾑｼ 1g/株

定植時:植穴土壌混和 定植時－１
　スタークル粒剤 2g/株
　アルバリン粒剤 植穴土壌混和

○発生初期
　モスピラン顆粒水溶剤 2,000倍 14－３
　スタークル顆粒水溶剤
　アルバリン顆粒水溶剤
　アクタラ顆粒水溶剤 3,000倍 前－３
　ウララＤＦ 3,000倍 前－２
　アディオン乳剤 3,000倍 ３－５

3,000倍 ３－２

定植時－１

　モスピラン粒剤の定植前
日～定植当日または定植時
の処理はどちらか1回。

防除時期及び防除法

1,000倍 ７－４

  ダコニール1000とフォリ
オゴールドの総使用回数は
合わせて2回以内。

　アミスター20フロアブル
は浸透性展着剤との混用を
避ける。

転
載
不
可



ブロッコリー

病害虫名 使用時期-本剤の使用回数 注意事項防除時期及び防除法

コナガ ○育苗期～定植時
　プリロッソ粒剤オメガ

本剤の所定量をｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲまたは
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄの上から均一に散布する。

　ヨーバルフロアブル 200倍

　モスピラン粒剤 0.5g/株
定植前日～定植当日：株元散布 定植前日～定植当日－1

1g/株
定植時:植穴土壌混和 定植時－１

○発生初期
　アファーム乳剤 2,000倍 ３－３
　コテツフロアブル 2,000倍 ３－２
　スピノエース顆粒水和剤 5,000倍 ３－３
　ディアナＳＣ 5,000倍 前－２
　プレオフロアブル 1,000倍 ７－２
　エスマルクＤＦ 2,000倍 発生初期(収穫前日)－－

アオムシ ○発生初期
　コテツフロアブル 2,000倍 ３－２
　アファーム乳剤 2,000倍 ３－３
　スピノエース顆粒水和剤 5,000倍 ３－３
　プレバソンフロアブル5 2,000倍 前－３
　グレーシア乳剤 3,000倍 ７－２
　アニキ乳剤 2,000倍 ３－３
　エスマルクＤＦ 2,000倍 発生初期(収穫前日)－－

ヨトウムシ ○定植時
　ジェイエース粒剤 6kg/10a(2g/株)

株元散布
　オルトラン粒剤 6kg/10a(2g/株)

○発生初期
　マトリックフロアブル 2,000倍 前－３
　アファーム乳剤 2,000倍 ３－３
　フェニックス顆粒水和剤 4,000倍 前－２
　エスマルクＤＦ 1,000倍 発生初期(収穫前日)－－

オオタバコガ ○発生初期
　アファーム乳剤 2,000倍 ３－３

ウワバ類 　ディアナＳＣ 5,000倍 前－２
　グレーシア乳剤 3,000倍 ７－２

ネキリムシ類 ○は種時または定植時
　ダイアジノン粒剤5 4kg/10a は種時又は定植時－２ 　

全面土壌混和または作条土壌混和
○生育初期
　ガードベイトＡ 3kg/10a 生育初期－５

株元散布

1　モスピラン粒剤の定
　植前日～定植当日また
　は定植時の処理はどち
　らか1回。
2　コナガは薬剤抵抗性
　が発達しやすいので、
　系統の異なる薬剤を
　組み合わせて用いる
 （コナガ防除薬剤の系
  統分類の頁参照）。
3　水和剤は展着剤を加
　用する。

育苗期後半～定植当日
－１50g/ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ1箱またはﾍﾟｰﾊﾟーﾎﾟｯﾄ1冊

　アファーム乳剤はオオタ
バコガのみ適用（ウワバ類
の適用なし）。

　ジェイエース粒剤とオル
トラン粒剤の総使用回数は
合わせて1回以内。

定植時－１

定植時－１

(約30×60㎝、使用土壌約1.5～4L)

育苗期後半～定植当日
－１0.5L/ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ1箱またはﾍﾟｰﾊﾟーﾎﾟｯﾄ1冊

(約30×60㎝、使用土壌約1.5～4L)灌注

株元散布

転
載
不
可
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